
May
20195

未 来 を ひ ら く 科 学 技 術

ISSN 1349-6085

特　集特　集

人間と機械が調和する未来へ
声や視線で走る自動運転車
近付く人間と人工知能の距離
互いに寄り添う新しい社会へ
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ハンドル΍ブϨーキに৮れͣとも、੠΍ࢹ線で自ࡏにૢ࡞で͖る自動ӡసंが஀生ͨ͠ɻ
プϩδΣΫトは、高͍ӡస技ܞ学࿈࢈तらのڭ࠸の෢ాҰߏػ԰େ学ະདྷࣾ会૑଄ݹ໊
術とίϛϡχέーシϣンೳ力を݉Ͷඋ͑ͨ自動ӡసシスςϜを開発͠、ਓؒと஌ೳػցが
ௐ࿨ͨࣾ͠会を࣮͢ݱるプϥットϑΥーϜのߏஙに௅Ήɻ
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100パーセント細胞の人工組織が
再生医療の新時代を拓く
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ಉ研究ਪਐプϩάϥϜʢ01&3"ʣڞ૑プϥットϑΥーϜڞ学࢈
ਓと஌ೳػցとのڠ૗ϝΧχζϜ解໌とڠ૗Ձ஋にͮج ৽͍ࣾ͘͠会シスςϜをߏங͢るͨΊのج൫技術の૑出
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■図3 ஌し、ෳ਺のೖྗΛ૊Έ߹ΘײなどΛ͖޲ઢのࢹ੮ʹΧメϥ΍マイクΛऔΓ෇͚、ө૾͔Β発࿩の༗ແΛೝࣝするʢ左্ʣɻ発࿩のԻ੠ʹ加͑、৶のಈ͖΍࠲
ਫ৭は໨ʹରԠするʢ右্ʣɻ「͋ΕはԿʁ」ͱ、ޱの෦඼ΛೝࣝするたΊの参র఺Ͱ、ԫ৭はإਫ਼౓ͰӡసऀのҙਤΛೝࣝするٕज़Λ開発したɻ఺は͍ߴͯͤ
޲ઢのࢹ、ΛؚΉ発࿩΋ޠ示ࢦ͏͍ ʢ͖ϐンクのઢʣ΍஍ਤ৘ใ͔Β、۩ମతなҐஔΛ൑ఆするʢ左Լʣɻऩूした৘ใʹ͖ͮج、Φート΢ΣアΛ༻͍ͯࣗಈӡ
సΛߦ ʢ͏右Լʣɻ

͋るɻ஌ೳػցはগྸߴࢠԽʹΑる
࿑ಇྗෆ଍Λิ͏ͱظ଴͞ΕるҰํ
Ͱ、ਓؒのࣄ࢓Λୣ͏ͱ͍͏ײػة
が͓͋ΒΕ、࣌ʹはਓؒͱରཱする
ͱしͯඳ͔Εるɻ܎ؔ

ਓؒͱ஌ೳػցが協ௐɾڞੜする
৽し͍ؔ܎Λͭ͘るのが、෢ా͞Μ
がྖҬ౷ׅΛ຿Ίる01E3"「ਓؒ
ͩ「ց協૗ٕज़ίンιーシアϜػ ɻ

「協૗」ʹ は、஌ೳػցがਓؒのཧղ
ΛਂΊながΒద੾ʹࢧԉし協ಇする
ҙຯΛࠐΊたɻ「஌ೳػցがਓؒͱ
ίミϡχケーションͰ͖るٕज़Λ開
発しͯ、͍ޓʹௐ࿨しͯಇ͚るࣾ会
Λ࣮ݱした͍」ͱ෢ా͞Μは͏ئɻ

໨ඪはϋーϞ΢ΣΞ開発
がू݁ۀا��機ؔɺڀݚ�

ͱする「ਓؒؔػࣄװ԰େ学Λݹ໊
ց協૗ٕज़ίンιーシアϜ」は、ਓؒػ
ͱ஌ೳػցが協૗するたΊのج本ιϑ
ト΢Σア「ハーモ΢Σアʢ)BSNPXBSFʣ」
の開発Λ໨ࢦすʢਤ�ʣɻ

ハーモ΢Σアのग़発఺は、ࣗ ಈӡస
の ج 本ιϑト΢Σア「Φート΢Σア

ʢ"VUPXBSFʣ」ͩ ɻ෢ా͞Μの$3E45
νーϜͰ、໊ ԰େ学େ学Ӄ৘ใՊݹ
学ڀݚՊの加౻ਅฏ।ڭतʢ౰࣌ʣが
த৺ͱなͬͯ開発したɻं ઐ༻のίࡌ
ンϐϡーターʹインストールする͚ͩ
ͰࣗಈӡసΛ࣮ݱͰ͖るߴɻ ਫ਼౓࣍�
΍ࣗंҐஔڥपғ؀、ʹج஍ਤΛݩ

のೝࣝ、త֬な૸ܦߦ࿏のࡦఆ、ަ ௨
ルールʹैͬたӡస੍ޚなどのػೳ
Λඋ͑るɻ「Φート΢Σアのࣗͭ࣋ಈԽ
のػೳʹ、ਓؒΛཧղする෦඼Λ加͑
た΋のがハーモ΢ΣアͰす」ͱ෢ా͞
Μɻڥ؀ʹԠͯ͡มԽするਓؒのঢ়ଶ
Λଊ͑るٕज़の開発΍、ਓؒのঢ়ଶΛ
ධՁするたΊʹ参রするデータϕー
スのߏஙʹΑͬͯ、஌ೳػցΛ׆༻し
たサーϏス͚޲のプϥットϑΥーϜͱ
しͯ発展ͤ͞るɻ

ίンιーシアϜʹは、ૣ Ҵాେ学、
౦ ژ ޻ ۀ େ 学 ࢈、 ۀ ٕ ज़ ૯ ߹ ݚ ڀ
ॴ、ಙౡେ学、۝भۀ޻େ学のଞ、ଟ
छଟ༷な分໺͔Βେ学発ϕンνャー
ΛؚΉ��のۀاが参ըし͍ͯるɻͦ
ΕͧΕのઐ໳஌ࣝ΍ಘҙͱするٕज़
Λدͪ࣋るΦープンイϊϕーション
のମ੍Ͱ、ハーモ΢Σア্Ͱಈ࡞す
るアプリケーション、すなΘͪ஌ೳػ
ցがਓؒΛཧղするたΊの੡඼΍
サーϏスの開発ʹ౰たるɻ
「開発したアプリケーションͦの΋

のの༷࢓は֤ؼʹۀاଐするີػͰ
すが、アプリケーションͰಘΒΕた
データ΍ハーモ΢Σアͱ઀ଓするٕ
ज़はެ開しͯ΋Β͍·すɻίンιーシ
アϜʹ参ըするଞのେ学΍ۀا΋׆
༻Ͱ͖るのͰ、৽し͍੡඼΍サーϏス
Λ௿ίストͰ開発Ͱ͖·す」ɻ࡞ࢼධ
ՁするたΊのڞ௨࣮ࢪݧ設΋ఏڙ
し、୹ؒظͰの੡඼開発Λࢧԉするɻ

イϊϕーションの૑ग़Λૂ͍、ത

ਓؒのཧղをਂΊΔٕज़で
஌能機ցͱڠ૗͢Δࣾձ΁

ࣗಈӡసंͰドϥイブΛָしΉະ
དྷは͍ۙɻาऀߦ΍ಓ࿏ඪࣝなどप
ғ ؀ Λೝڥ ࣝするたΊのΧメϥ΍
Ϩーμー、ࣗ ंҐஔΛਖ਼֬ʹ೺Ѳす
る た Ί の Ӵ ੕ ར ༻ ଌ Ґ シ ス ς Ϝ

ʢ(14ʣ΍ݩ࣍�஍ਤなど、׬શࣗಈ
ӡసの࣮ݱΛ໨ࢦしٕͯज़のਫ਼౓は
ඈ༂తʹߴ·͍ͬͯるɻ

ҰํͰ、ҰൠのϢーβーがࣗಈӡ
సंΛ༰қʹૢ࡞するたΊのイン
ターϑΣースは、े 分ʹݕ౼͞Εͯ
͜な͔ͬたɻ「ࣗಈӡసंがਅʹࣾ会
ʹਁಁするたΊʹは、ਓؒͱࣗಈӡ
సंͱのίミϡχケーションがඞཁ
Ͱす」ͱ໊ݹ԰େ学ະདྷࣾ会૑଄ػ
ௐするɻڧतはڭ࠸の෢ాҰߏ

ࣗಈӡసंはਓؒのࢦ示ʹै͍、
ܾΊΒΕたίースʹԊͬͯ໨త஍ʹ
ͦ、૸るɻし͔し͔ͯͬ޲ ͜ʹਓؒͱ
ंのίミϡχケーションはଘࡏしな
͍ɻਓؒͱػցは੾Γ཭͞Εたঢ়ଶ
ͩɻ「タクシーのӡసखͱ৐٬がݴ༿
΍ジΣスνャーͰ΍ΓͱΓするΑ͏
ʹ、ਓؒのͪ࣋ؾ΍ߦಈΛཧղしͯ
૸るࣗಈӡసंΛ࡞Γた͍」ͱ෢ా
͞Μは͑ߟたɻ

ࣗಈӡసंʹͬݶた࿩Ͱはな͍ɻ
ਓ޻஌ೳʢ"*ʣ΍センサーの౥ࡌͰ
なΓ、ਓؒが࿑͘ݡցはどΜどΜػ
ಇ͔ΒಘるରՁ΍޾෱はม༰しͭͭ

ͱҭ੒ʹ΋ྗΛೖ༺׆՝ఔ学ੜの࢜
Εるɻ01E3"࠾୒ʹΑΓ、จ෦Պ学
লͱۀ࢈ࡁܦলがࡦఆした「࢈学׭
࿈ܞʹΑるڞಉڧڀݚԽのたΊのΨ
イドϥイン」ʹ Ԋͬたେ学վֵのऔΓ
૊Έがޙʹྗڧԡし͞Εたɻ໊ ԰ݹ
େ学は、ྔࡋ࿑ಇ੍のϑルタイϜۈ
຿のڀݚһͱしͯ、ത࢜՝ఔの学ੜ
Λେ学Ͱޏ༻する੍౓Λ੔උしたɻ
学ੜͱしͯのڀݚͱۀاͱのڞಉݚ
ै、の಺༰がҰகし͍ͯΕ͹ڀ དྷ学
すڅࢧ༩Λڅͱし͍ͯた෦分ʹ΋ۀ
るͱ͍͏ըظతな΋のͩɻ
「͜Ε·Ͱ学ੜの本分は͋͘·Ͱ

΋ษڧͰ͋Γ、ۀاͱのڞಉڀݚͰ
は࣮ิݧॿऀのҐஔ෇͚Ͱした」ɻ
େ学ͱۀ࢈քがڞಉͰਓࡐΛҭͯる
৽੍౓は、࢈学࿈ܞプϩジΣクトʹ
参加するಈػ෇͚ͱなΓ、ͻ͍ͯは
学ੜϕンνャーۀىのҙཉΛߴΊる
͜ͱʹͭながるɻ「01E3"はݚૅج
Λ֦ܞ学࿈࢈ҭ੒ʹ͓͚るࡐ΍ਓڀ
େし、ΦープンイϊϕーションΛ加଎
する༏ΕたシスςϜͱ৺のఈ͔Βࢥ
͍·す」ͱ෢ా͞Μはޠるɻ

ཧ૝はタクγー
ର࿩͢Δ自動ӡసं

ハーモ΢ΣアΛ৅௃する੒果が、マ
ルνモーμルインターϑΣースのࣗ
ಈӡసं ʢͩਤ�ʣɻマルνモーμルͱ
は、ೖྗखஈʢモμリςΟʣがෳ਺͋る
͜ͱΛҙຯするɻ����೥��݄、໊ ݹ

԰େ学ͱಙౡେ学、アイシンਫ਼ػは、
Ի੠΍ࢹઢ、ジΣスνャーͰૢ࡞Ͱ͖
るࣗಈӡసंの開発Λ発表し、໊ ݹ
԰େ学ߏ಺Λ૸Βͤる࣮ূ࣮ݧΛެ
開したʢਤ�ʣɻ

、੮ʹΧメϥͱマイクΛऔΓ෇͚࠲
ೖྗखஈがԻ੠の৔߹はԻ੠ೝࣝ、
ジ Σス νャ ー の ৔ ߹ は ਂ ౓ セ ン

サー、ࢹઢの৔߹はө૾ॲཧΛ༻͍
るʢਤ�ʣɻࣗ ಈंʹ৐ΓࠐΉͱ、ं ͔
Β੠が͔͔るɻ「͍ͭ΋௨Γ、ナショナ
ルイϊϕーションίンプϨックスʹߦ
͖·す͔」ɻਓؒがटΛԣʹৼるͱ、
ंは໨త஍のมߋΛೝࣝするɻ「ࠓ
日はh ໺ґه೦ؗʱʹ Θ͔Γ」「ͯͬߦ
·したɻh ໺ґه೦学ज़ަྲྀؗ Ͱɦす
Ͷ」ɻུ শ΍௨শͰ͋ͬͯ΋、໨త஍

ΛਪଌͰ͖るɻ「右ʹۂがͬͯ」「ݮ଎
しͯ」ͱ఻͑Ε͹、ࢦ示௨Γʹํ޲΍
଎౓Λม͑るɻ

ෳ਺のೖྗΛಉ࣌ʹॲཧする͜ͱ
΋Մೳͩɻ૸ߦத 「Ίͯࢭʹ͜͜ʹ」

「ͦ͜Λۂがͬͯ」ͱࢦ示ޠΛؚΉ発
࿩が͋ͬた৔߹、۩ମతʹど͜Λࢦ
し͍ͯるの͔ΛジΣスνャー΍ࢹઢ
の͔͖޲ΒಡΈऔるɻ「͋ΕはԿ」ͱ

ਘͶるͱ、ࢹઢの͖޲΍஍ਤ৘ใ͔
Β「ਤॻؗͰす」などͱݐ෺の໊લ΋
౴͑ΒΕるɻ

໨త஍·Ͱࣗಈӡసするٕज़は֬
ཱ͞Ε͍ͯたが、૸్ߦதʹఀं৔
ॴΛࢦఆしたΓ、ܦ࿏ΛมߋしたΓす
るシスςϜが՝୊ͩͬたɻཧ૝はタ
クシーのΑ͏ʹର࿩Ͱૢ࡞Ͱ͖るࣗ
ಈ ӡ స ंͩɻ「 Ի ੠΍ ࢹ ઢ 、ジΣス
νャーなどਓؒのঢ়ଶΛଊ͑るセン
サーがೖる͜ͱͰ、࣭ ໰΍มߋʹं
が౴͑ͯίミϡχケーションͰ͖る
ࣗಈӡసシスςϜʹ発展したͱ͍͏
ハーモ΢Σアの੒ޭ例Ͱす」ɻ

֎৯΍෺ྲྀの現場をσータ化
作ޮۀ཰΍αーϏスを޲上

ࣗવͰ͍࢖΍す͍マルνモーμル
インターϑΣースは、શͯの஌ೳػ
ցʹٻΊΒΕるػೳͰ΋͋るɻ·た、
޲ํߦの「ೝ஌」Λ౿·͑ͯ、ਐڥ؀
΍ ଎ ౓ Λ「 ൑ அ 」し、ハンドル ΍ ブ
ϨーキΛ「੍ޚ」するࣗಈӡసのػೳ

は、ϩϘットʹ΋ڞ௨するɻ޻৔Ҏ֎
Ͱಇ͘サーϏスϩϘットの׆༂がظ
଴͞Εるが、サーϏスͰはैདྷの੡
଄ ۀ 分 ໺ΑΓ΋ ਓ ؒͱのίミϡχ
ケーションがॏཁʹなͬͯ͘るɻ

ίンιーシアϜͰは、࿑ಇྗෆ଍が
ਂ ֎なࠁ ৯΍෺ ྲྀ ۀ ք の ݱ ৔Ͱ、
ハーモ΢Σア΁の௥加が๬·Εるア
プリケーションの࣮ূ࣮ݧΛ͍ͯͬߦ
るɻ「ෳ਺のਓؒ΍෺がଟ༷ʹಈ͘ݱ
৔ΛマχϡアルԽする͜ͱは೉し͍Ͱ
すが、ハーモ΢ΣアΛプϥットϑΥー
Ϝͱしͯ、ݶఆ͞Εたۭؒʹ͓͚るਓ
ؒͱ஌ೳػցͱの協૗ۀ࡞Λデータ
Խするٕज़Λ開発し͍ͯ·す」ɻ

がΜ͜ϑードサーϏス ʢࣾେࡕ෎େ
ʣは、ແਓൖૹϩϘットΛಉࣾのࢢࡕ
日本ྉཧྉ௾Ͱ഑હ༻ʹಋೖした

ʢਤ�ʣɻਥ๪͔Β٬ࣨલ·Ͱの࿓Լは
が、ਓؒ΍ো͏ަ͖ߦһ΍٬がۀै
෺ʹۙ෇͘ͱ、഑હϩϘットのセン֐
サーがײ஌しͯఀࢭしͯিಥΛճආ
するなど、̓ શ໘΋ྀ͞ߟΕ͍ͯるɻ
「഑હϩϘットが஥͞ډΜの୅Θ

Γʹྉ ཧΛࣗಈ Ͱӡ Μ Ͱ͘Εるの
Ͱ、஥͞ډΜは઀٬ʹଟ͘のؒ࣌Λ
ज़૯ٕۀ࢈るΑ͏ʹなΓ·す」ɻ͑࢖
ॴが開発した԰಺ଌҐシスڀݚ߹
ςϜͰैۀһͱ഑હϩϘットのಈઢ

ΛܭଌしͯデータԽするɻΦペϨー
ションΛՄࢹԽする͜ͱͰ、഑હϩ
Ϙットͱの協ಇʹΑΓサーϏスの࣭
΍ޮ཰が্޲する͔ど͏͔Λূݕす
るૂ͍ͩɻ

��೥͔Βは、ϕンνャーۀاΛؚ
Ή�ࣾの協ۀͰ、෺ྲྀݱ৔ʹ͓͚る
ըし͍ͯるɻΦート΢ΣܭΛݧ࣮ূ࣮
アΛͬ࢖た׬શࣗಈӡసシスςϜΛ
開発するςΟアϑΥー ʢࣾѪ஌ݹ໊ݝ
԰ࢢʣは、޻৔ɾ૔ݿ಺Ͱの෺ྲྀൖૹ
Λ͑ࢧるখܕӡൖϩϘットΛఏڙす
るɻ෺ྲྀシスςϜΛߏஙɾൢ ചするϑ
ϨーϜワークス ʢࣾ౦ژ౎ઍ୅ా۠ʣ
は、ਓؒのߦಈ΍ػցのҐஔなどΛ
ଌし、ղ析するɻͦܭ しͯ、෺ྲྀ"*の
学ੜϕンνャーͰ͋るΦプςΟマイ
ンド ʢࣾѪ஌ݹ໊ݝ԰ࢢʣが、ಘΒΕ
たデータΛ"*Ͱ分析し、ޮ ཰తな഑
ૹルートΛ͚ͩͭݟすɻ
һͱϩϘットの഑ஔ΍ಈઢΛۀै」

シミϡϨーションするͱ、ど͜Ͱਓख
が༨͍ͬͯるの͔、どのΑ͏ʹैۀ
һのͪ࣋ؾがมΘ͍ͬͯ͘の͔がݟ
͖͑ͯ·す」ɻ分析結果ʹ͖ͮج、ϩ
ϘットʹͰ͖る͜ͱはϩϘットがۀ࡞
し、ϩϘットがͰ͖な͍͜ͱΛਓؒが
͏、など͏ߦ ·͘協ಇするΑ͏な໾ׂ
分୲Λݕ౼したΓ、サーϏスの࣭΍

ϩϘットՔಇ཰Λ্ͤ͞޲たΓ、ۀ࡞
シスςϜのվળʹͭな͛るɻ

Φープンιースで
開発をՃ଎ڀݚ

Φート΢Σアはࣗಈӡస༻ͱしͯ
はੈքॳのΦープンιースͱしͯແ
ঈͰެ開͞Εたɻڀݚ開発໨తͰ͋
Ε͹୭Ͱ΋ར༻Ͱ͖る͹͔Γ͔、ࣗ
༝ʹվมする͜ͱ΋Մೳͩɻ෢ా͞
Μ はΦ ート΢Σア の Α͏な 発 展 Λ
ハーモ΢Σアʹ΋ظ଴し͍ͯるɻ

ࣗಈӡసٕज़はଟ༷な࠷ઌ୺ٕ
ज़Ͱ੒ΓཱͭたΊ、�ͭのۀاがด
લઢ࠷తʹ開発し͍ͯͯはੈքの࠯
Ͱઓ͑な͍ɻΦート΢Σアは、ૣ ͍ஈ
֊ͰΦープンιースԽし、ଞのڀݚ
ػ ؔ の ྗΛआΓる͜ͱͰ開 発 のス
ϐードΛ্͛ͯ、ࣗ ಈӡసंのૣظ
࣮ ݱ ʹ ߩ ݙ する͜ͱΛ ໨ したࢦ ɻ
Φート΢ΣアはすͰʹࠃ಺֎���ۙ
͘のେ学΍࠾ʹۀا༻͞Ε、��ंछ
Ҏ্ʹ౥͞ࡌΕ͍ͯるɻ
本がগなͯ͘΋৽し͍ٕज़Λࢿ」

るのがΦープンιースのར఺Ͱͤࢼ
すɻ୭΋がͬࢥたΑ͏ʹ͑࢖·すし、
ϕンνャー΋্ཱͪ͛΍す͘なΓ·
す」ɻࠓͰはΦート΢ΣアΛج൫ͱし
たϕンνャーۀا΋ੜ·Ε、Φート
΢Σアの෦඼がੈքதͰ開発͞Εͯ
͍るɻハーモ΢Σアのܧଓ΍ࣾ会΁
のීٴのਪਐʹ、ϕンνャーۀاが
果たす໾ׂはେ͖͍ɻ

෢ా͞Μはハーモ΢ΣアΛߏ੒す
るιϑト΢Σア΍センサーなどの෦
඼ΛϨΰブϩックʹ例͑るɻ「ڙࢠた
ͪʹϨΰブϩックΛ༩͑るͱ、ͦ Εͧ
Εが ࢥ ͍ ࢥ ࡞ʹ͍ ඼Λ࡞Γग़し·
すɻ୭΋がԿͰ΋࡞Εる開発プϥッ
トϑΥーϜͱしͯ、ハーモ΢Σア͔Β
৽し͍ۀا、੡඼΍サーϏスが࣍ʑ
ͱඈͼཱ͍ͬͯ͘͜ͱがເͰすɻ�ͭ
�ͭはখ͍͔͞΋しΕ·ͤΜが、͍
ͭし͔ૉ੖Βし͍࡞඼がग़དྷ্がる
のΛָしΈʹし͍ͯ·す」ɻίンιー
シアϜは��೥౓ʹऴྃする༧ఆͩ
が、「ハーモ΢Σアはޙ࠷·ͰΦープ
ンιースΛ؏͖た͍」ͱ、ະདྷΛݟਾ
͑る෢ా͞Μのݴ༿はྗ͍ڧɻ

"VUPXBSFΛ༻͍ͯ
ࣗಈӡసΛ࣮ݱ

ө૾Λݩʹ
発࿩し͍ͯる͔Λೝࣝ

「͋ΕはԿʁ」Λ൑ఆ

■図1 ैདྷのࣗಈԽのڀݚςーマͰ͋る「ڥ؀センシンά」「ڥ؀ཧղ」「ं੍྆ޚ」ʹ 、01E3"Ͱは「ਓؒセンシンάʢૣҴాେ学ʣ」「ඪ४データϕースʢ໊ݹ԰େ学ʣ」
「サーϏスインタϥクションʢ໊ݹ԰େ学、ٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴʣ「ߦಈཧղʢ໊ݹ԰େ学、۝भۀ޻େ学ʣ」Λ෇加し、৽し͍協૗サーϏスプϥットϑΥーϜΛߏங
するɻハーモ΢ΣアのセキϡリςΟー໘ʹؔ࿈するڀݚは౦ۀ޻ژେ学が୲౰するɻ

৽たʹ௥加͞ΕたڀݚςーマैདྷのࣗಈԽのڀݚςーマ
"VUPXBSF

Harmoware
協奏サービスプラットフォーム

標準データベース

͍Ζ͍Ζなਓؒがど
͏൓Ԡする͔Λモデ
ルԽするたΊ੔ཧ͞
Εたデータ

環境センシング

ϥイμ ーなどセン
サーʹΑΓपғのଞ
のं΍าऀߦなどΛ
ଊ͑るٕज़

環境理解

౓஍ਤʹΑΓࡉਫ਼ߴ
ࣗ਎のҐஔ΍पғの
෺、ಓ࿏ඪࣝなどݐ
Λଊ͑るٕज़

車両制御

पғの෺ମ৘ใʹݐ
෺΍ඪࣝ৘ใΛ౷
߹しͯ、ं Λਖ਼し͘ ಈ
͔すٕज़

人間センシング

ো֐෺ͱしͯͰはな
͘、஌ೳػցΛ͏࢖
ਓؒのঢ়ଶมԽΛ
ଊ͑るٕज़

サービス
インタラクション

ԿΛしΑ͏ ͱし͍ͯる
の͔Λଊ͑、ΑΓྑ
ಈΛͱるΑ͏ଅߦ͍
すٕज़

行動理解

ঢ়ଶมԽするਓؒʹ
͍ͭͯԿΛしΑ͏ͱ
し͍ͯるの͔Λଊ͑
るٕज़

■図2 マルνモーμルインターϑΣースࣗಈӡసシスςϜΛ౥ࡌしたं྆ɻࣗ ಈӡసंは、Χメϥ΍֤छ
センサーͰ、าऀߦ΍ಓ࿏ඪࣝなどपғڥ؀の৘ใΛೖखし、ࣗ ंҐஔΛߴਫ਼౓ݩ࣍�஍ਤͱর߹
しͯ૸ߦするɻルーϑの্ʹ͋るのはϥイμーͱݺ͹Εる૷ஔͰ、੺֎ઢΛ発する͜ͱͰपғの෺
ମ·Ͱのڑ཭΍෺ମのܗΛܭଌするɻ
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■図� ΋ͱ΋ͱࡐࢿΛӡൖするۀ޻༻ϩϘットͩͬたが、࿨૷の֎؍΍ۏのԋ૗ʹΑるൖૹ表示Ի੠、ޚ࿄Λ༻
͍たドアなど、഑હϩϘットͱしͯサーϏスఏڙのݱ৔ͱௐ࿨する΋のʹվ૷したɻݱ৔のैۀһが࢖༻
Ͱ͖るΑ͏ʹ、ϩϘットのఀࢭ΍発ਐなどج本తػೳのૢ࡞Λ༰қʹしたɻ

͋るɻ஌ೳػցはগྸߴࢠԽʹΑる
࿑ಇྗෆ଍Λิ͏ͱظ଴͞ΕるҰํ
Ͱ、ਓؒのࣄ࢓Λୣ͏ͱ͍͏ײػة
が͓͋ΒΕ、࣌ʹはਓؒͱରཱする
ͱしͯඳ͔Εるɻ܎ؔ

ਓؒͱ஌ೳػցが協ௐɾڞੜする
৽し͍ؔ܎Λͭ͘るのが、෢ా͞Μ
がྖҬ౷ׅΛ຿Ίる01E3"「ਓؒ
ͩ「ց協૗ٕज़ίンιーシアϜػ ɻ

「協૗」ʹ は、஌ೳػցがਓؒのཧղ
ΛਂΊながΒద੾ʹࢧԉし協ಇする
ҙຯΛࠐΊたɻ「஌ೳػցがਓؒͱ
ίミϡχケーションͰ͖るٕज़Λ開
発しͯ、͍ޓʹௐ࿨しͯಇ͚るࣾ会
Λ࣮ݱした͍」ͱ෢ా͞Μは͏ئɻ

໨ඪはϋーϞ΢ΣΞ開発
がू݁ۀا��機ؔɺڀݚ�

ͱする「ਓؒؔػࣄװ԰େ学Λݹ໊
ց協૗ٕज़ίンιーシアϜ」は、ਓؒػ
ͱ஌ೳػցが協૗するたΊのج本ιϑ
ト΢Σア「ハーモ΢Σアʢ)BSNPXBSFʣ」
の開発Λ໨ࢦすʢਤ�ʣɻ

ハーモ΢Σアのग़発఺は、ࣗ ಈӡస
の ج 本ιϑト΢Σア「Φート΢Σア

ʢ"VUPXBSFʣ」ͩ ɻ෢ా͞Μの$3E45
νーϜͰ、໊ ԰େ学େ学Ӄ৘ใՊݹ
学ڀݚՊの加౻ਅฏ।ڭतʢ౰࣌ʣが
த৺ͱなͬͯ開発したɻं ઐ༻のίࡌ
ンϐϡーターʹインストールする͚ͩ
ͰࣗಈӡసΛ࣮ݱͰ͖るߴɻ ਫ਼౓࣍�
΍ࣗंҐஔڥपғ؀、ʹج஍ਤΛݩ

のೝࣝ、త֬な૸ܦߦ࿏のࡦఆ、ަ ௨
ルールʹैͬたӡస੍ޚなどのػೳ
Λඋ͑るɻ「Φート΢Σアのࣗͭ࣋ಈԽ
のػೳʹ、ਓؒΛཧղする෦඼Λ加͑
た΋のがハーモ΢ΣアͰす」ͱ෢ా͞
Μɻڥ؀ʹԠͯ͡มԽするਓؒのঢ়ଶ
Λଊ͑るٕज़の開発΍、ਓؒのঢ়ଶΛ
ධՁするたΊʹ参রするデータϕー
スのߏஙʹΑͬͯ、஌ೳػցΛ׆༻し
たサーϏス͚޲のプϥットϑΥーϜͱ
しͯ発展ͤ͞るɻ

ίンιーシアϜʹは、ૣ Ҵాେ学、
౦ ژ ޻ ۀ େ 学 ࢈、 ۀ ٕ ज़ ૯ ߹ ݚ ڀ
ॴ、ಙౡେ学、۝भۀ޻େ学のଞ、ଟ
छଟ༷な分໺͔Βେ学発ϕンνャー
ΛؚΉ��のۀاが参ըし͍ͯるɻͦ
ΕͧΕのઐ໳஌ࣝ΍ಘҙͱするٕज़
Λدͪ࣋るΦープンイϊϕーション
のମ੍Ͱ、ハーモ΢Σア্Ͱಈ࡞す
るアプリケーション、すなΘͪ஌ೳػ
ցがਓؒΛཧղするたΊの੡඼΍
サーϏスの開発ʹ౰たるɻ
「開発したアプリケーションͦの΋

のの༷࢓は֤ؼʹۀاଐするີػͰ
すが、アプリケーションͰಘΒΕた
データ΍ハーモ΢Σアͱ઀ଓするٕ
ज़はެ開しͯ΋Β͍·すɻίンιーシ
アϜʹ参ըするଞのେ学΍ۀا΋׆
༻Ͱ͖るのͰ、৽し͍੡඼΍サーϏス
Λ௿ίストͰ開発Ͱ͖·す」ɻ࡞ࢼධ
ՁするたΊのڞ௨࣮ࢪݧ設΋ఏڙ
し、୹ؒظͰの੡඼開発Λࢧԉするɻ

イϊϕーションの૑ग़Λૂ͍、ത

ਓؒのཧղをਂΊΔٕज़で
஌能機ցͱڠ૗͢Δࣾձ΁

ࣗಈӡసंͰドϥイブΛָしΉະ
དྷは͍ۙɻาऀߦ΍ಓ࿏ඪࣝなどप
ғ ؀ Λೝڥ ࣝするたΊのΧメϥ΍
Ϩーμー、ࣗ ंҐஔΛਖ਼֬ʹ೺Ѳす
る た Ί の Ӵ ੕ ར ༻ ଌ Ґ シ ス ς Ϝ

ʢ(14ʣ΍ݩ࣍�஍ਤなど、׬શࣗಈ
ӡసの࣮ݱΛ໨ࢦしٕͯज़のਫ਼౓は
ඈ༂తʹߴ·͍ͬͯるɻ

ҰํͰ、ҰൠのϢーβーがࣗಈӡ
సंΛ༰қʹૢ࡞するたΊのイン
ターϑΣースは、े 分ʹݕ౼͞Εͯ
͜な͔ͬたɻ「ࣗಈӡసंがਅʹࣾ会
ʹਁಁするたΊʹは、ਓؒͱࣗಈӡ
సंͱのίミϡχケーションがඞཁ
Ͱす」ͱ໊ݹ԰େ学ະདྷࣾ会૑଄ػ
ௐするɻڧतはڭ࠸の෢ాҰߏ

ࣗಈӡసंはਓؒのࢦ示ʹै͍、
ܾΊΒΕたίースʹԊͬͯ໨త஍ʹ
ͦ、૸るɻし͔し͔ͯͬ޲ ͜ʹਓؒͱ
ंのίミϡχケーションはଘࡏしな
͍ɻਓؒͱػցは੾Γ཭͞Εたঢ়ଶ
ͩɻ「タクシーのӡసखͱ৐٬がݴ༿
΍ジΣスνャーͰ΍ΓͱΓするΑ͏
ʹ、ਓؒのͪ࣋ؾ΍ߦಈΛཧղしͯ
૸るࣗಈӡసंΛ࡞Γた͍」ͱ෢ా
͞Μは͑ߟたɻ

ࣗಈӡసंʹͬݶた࿩Ͱはな͍ɻ
ਓ޻஌ೳʢ"*ʣ΍センサーの౥ࡌͰ
なΓ、ਓؒが࿑͘ݡցはどΜどΜػ
ಇ͔ΒಘるରՁ΍޾෱はม༰しͭͭ

ͱҭ੒ʹ΋ྗΛೖ༺׆՝ఔ学ੜの࢜
Εるɻ01E3"࠾୒ʹΑΓ、จ෦Պ学
লͱۀ࢈ࡁܦলがࡦఆした「࢈学׭
࿈ܞʹΑるڞಉڧڀݚԽのたΊのΨ
イドϥイン」ʹ Ԋͬたେ学վֵのऔΓ
૊Έがޙʹྗڧԡし͞Εたɻ໊ ԰ݹ
େ学は、ྔࡋ࿑ಇ੍のϑルタイϜۈ
຿のڀݚһͱしͯ、ത࢜՝ఔの学ੜ
Λେ学Ͱޏ༻する੍౓Λ੔උしたɻ
学ੜͱしͯのڀݚͱۀاͱのڞಉݚ
ै、の಺༰がҰகし͍ͯΕ͹ڀ དྷ学
すڅࢧ༩Λڅͱし͍ͯた෦分ʹ΋ۀ
るͱ͍͏ըظతな΋のͩɻ
「͜Ε·Ͱ学ੜの本分は͋͘·Ͱ

΋ษڧͰ͋Γ、ۀاͱのڞಉڀݚͰ
は࣮ิݧॿऀのҐஔ෇͚Ͱした」ɻ
େ学ͱۀ࢈քがڞಉͰਓࡐΛҭͯる
৽੍౓は、࢈学࿈ܞプϩジΣクトʹ
参加するಈػ෇͚ͱなΓ、ͻ͍ͯは
学ੜϕンνャーۀىのҙཉΛߴΊる
͜ͱʹͭながるɻ「01E3"はݚૅج
Λ֦ܞ学࿈࢈ҭ੒ʹ͓͚るࡐ΍ਓڀ
େし、ΦープンイϊϕーションΛ加଎
する༏ΕたシスςϜͱ৺のఈ͔Βࢥ
͍·す」ͱ෢ా͞Μはޠるɻ

ཧ૝はタクγー
ର࿩͢Δ自動ӡసं

ハーモ΢ΣアΛ৅௃する੒果が、マ
ルνモーμルインターϑΣースのࣗ
ಈӡసं ʢͩਤ�ʣɻマルνモーμルͱ
は、ೖྗखஈʢモμリςΟʣがෳ਺͋る
͜ͱΛҙຯするɻ����೥��݄、໊ ݹ

԰େ学ͱಙౡେ学、アイシンਫ਼ػは、
Ի੠΍ࢹઢ、ジΣスνャーͰૢ࡞Ͱ͖
るࣗಈӡసंの開発Λ発表し、໊ ݹ
԰େ学ߏ಺Λ૸Βͤる࣮ূ࣮ݧΛެ
開したʢਤ�ʣɻ

、੮ʹΧメϥͱマイクΛऔΓ෇͚࠲
ೖྗखஈがԻ੠の৔߹はԻ੠ೝࣝ、
ジ Σス νャ ー の ৔ ߹ は ਂ ౓ セ ン

サー、ࢹઢの৔߹はө૾ॲཧΛ༻͍
るʢਤ�ʣɻࣗ ಈंʹ৐ΓࠐΉͱ、ं ͔
Β੠が͔͔るɻ「͍ͭ΋௨Γ、ナショナ
ルイϊϕーションίンプϨックスʹߦ
͖·す͔」ɻਓؒがटΛԣʹৼるͱ、
ंは໨త஍のมߋΛೝࣝするɻ「ࠓ
日はh ໺ґه೦ؗʱʹ Θ͔Γ」「ͯͬߦ
·したɻh ໺ґه೦学ज़ަྲྀؗ Ͱɦす
Ͷ」ɻུ শ΍௨শͰ͋ͬͯ΋、໨త஍

ΛਪଌͰ͖るɻ「右ʹۂがͬͯ」「ݮ଎
しͯ」ͱ఻͑Ε͹、ࢦ示௨Γʹํ޲΍
଎౓Λม͑るɻ

ෳ਺のೖྗΛಉ࣌ʹॲཧする͜ͱ
΋Մೳͩɻ૸ߦத 「Ίͯࢭʹ͜͜ʹ」

「ͦ͜Λۂがͬͯ」ͱࢦ示ޠΛؚΉ発
࿩が͋ͬた৔߹、۩ମతʹど͜Λࢦ
し͍ͯるの͔ΛジΣスνャー΍ࢹઢ
の͔͖޲ΒಡΈऔるɻ「͋ΕはԿ」ͱ

ਘͶるͱ、ࢹઢの͖޲΍஍ਤ৘ใ͔
Β「ਤॻؗͰす」などͱݐ෺の໊લ΋
౴͑ΒΕるɻ

໨త஍·Ͱࣗಈӡసするٕज़は֬
ཱ͞Ε͍ͯたが、૸్ߦதʹఀं৔
ॴΛࢦఆしたΓ、ܦ࿏ΛมߋしたΓす
るシスςϜが՝୊ͩͬたɻཧ૝はタ
クシーのΑ͏ʹର࿩Ͱૢ࡞Ͱ͖るࣗ
ಈ ӡ స ंͩɻ「 Ի ੠΍ ࢹ ઢ 、ジΣス
νャーなどਓؒのঢ়ଶΛଊ͑るセン
サーがೖる͜ͱͰ、࣭ ໰΍มߋʹं
が౴͑ͯίミϡχケーションͰ͖る
ࣗಈӡసシスςϜʹ発展したͱ͍͏
ハーモ΢Σアの੒ޭ例Ͱす」ɻ

֎৯΍෺ྲྀの現場をσータ化
作ޮۀ཰΍αーϏスを޲上

ࣗવͰ͍࢖΍す͍マルνモーμル
インターϑΣースは、શͯの஌ೳػ
ցʹٻΊΒΕるػೳͰ΋͋るɻ·た、
޲ํߦの「ೝ஌」Λ౿·͑ͯ、ਐڥ؀
΍ ଎ ౓ Λ「 ൑ அ 」し、ハンドル ΍ ブ
ϨーキΛ「੍ޚ」するࣗಈӡసのػೳ

は、ϩϘットʹ΋ڞ௨するɻ޻৔Ҏ֎
Ͱಇ͘サーϏスϩϘットの׆༂がظ
଴͞Εるが、サーϏスͰはैདྷの੡
଄ ۀ 分 ໺ΑΓ΋ ਓ ؒͱのίミϡχ
ケーションがॏཁʹなͬͯ͘るɻ

ίンιーシアϜͰは、࿑ಇྗෆ଍が
ਂ ֎なࠁ ৯΍෺ ྲྀ ۀ ք の ݱ ৔Ͱ、
ハーモ΢Σア΁の௥加が๬·Εるア
プリケーションの࣮ূ࣮ݧΛ͍ͯͬߦ
るɻ「ෳ਺のਓؒ΍෺がଟ༷ʹಈ͘ݱ
৔ΛマχϡアルԽする͜ͱは೉し͍Ͱ
すが、ハーモ΢ΣアΛプϥットϑΥー
Ϝͱしͯ、ݶఆ͞Εたۭؒʹ͓͚るਓ
ؒͱ஌ೳػցͱの協૗ۀ࡞Λデータ
Խするٕज़Λ開発し͍ͯ·す」ɻ

がΜ͜ϑードサーϏス ʢࣾେࡕ෎େ
ʣは、ແਓൖૹϩϘットΛಉࣾのࢢࡕ
日本ྉཧྉ௾Ͱ഑હ༻ʹಋೖした

ʢਤ�ʣɻਥ๪͔Β٬ࣨલ·Ͱの࿓Լは
が、ਓؒ΍ো͏ަ͖ߦһ΍٬がۀै
෺ʹۙ෇͘ͱ、഑હϩϘットのセン֐
サーがײ஌しͯఀࢭしͯিಥΛճආ
するなど、̓ શ໘΋ྀ͞ߟΕ͍ͯるɻ
「഑હϩϘットが஥͞ډΜの୅Θ

Γʹྉ ཧΛࣗಈ Ͱӡ Μ Ͱ͘Εるの
Ͱ、஥͞ډΜは઀٬ʹଟ͘のؒ࣌Λ
ज़૯ٕۀ࢈るΑ͏ʹなΓ·す」ɻ͑࢖
ॴが開発した԰಺ଌҐシスڀݚ߹
ςϜͰैۀһͱ഑હϩϘットのಈઢ

ΛܭଌしͯデータԽするɻΦペϨー
ションΛՄࢹԽする͜ͱͰ、഑હϩ
Ϙットͱの協ಇʹΑΓサーϏスの࣭
΍ޮ཰が্޲する͔ど͏͔Λূݕす
るૂ͍ͩɻ

��೥͔Βは、ϕンνャーۀاΛؚ
Ή�ࣾの協ۀͰ、෺ྲྀݱ৔ʹ͓͚る
ըし͍ͯるɻΦート΢ΣܭΛݧ࣮ূ࣮
アΛͬ࢖た׬શࣗಈӡసシスςϜΛ
開発するςΟアϑΥー ʢࣾѪ஌ݹ໊ݝ
԰ࢢʣは、޻৔ɾ૔ݿ಺Ͱの෺ྲྀൖૹ
Λ͑ࢧるখܕӡൖϩϘットΛఏڙす
るɻ෺ྲྀシスςϜΛߏஙɾൢ ചするϑ
ϨーϜワークス ʢࣾ౦ژ౎ઍ୅ా۠ʣ
は、ਓؒのߦಈ΍ػցのҐஔなどΛ
ଌし、ղ析するɻͦܭ しͯ、෺ྲྀ"*の
学ੜϕンνャーͰ͋るΦプςΟマイ
ンド ʢࣾѪ஌ݹ໊ݝ԰ࢢʣが、ಘΒΕ
たデータΛ"*Ͱ分析し、ޮ ཰తな഑
ૹルートΛ͚ͩͭݟすɻ
һͱϩϘットの഑ஔ΍ಈઢΛۀै」

シミϡϨーションするͱ、ど͜Ͱਓख
が༨͍ͬͯるの͔、どのΑ͏ʹैۀ
һのͪ࣋ؾがมΘ͍ͬͯ͘の͔がݟ
͖͑ͯ·す」ɻ分析結果ʹ͖ͮج、ϩ
ϘットʹͰ͖る͜ͱはϩϘットがۀ࡞
し、ϩϘットがͰ͖な͍͜ͱΛਓؒが
͏、など͏ߦ ·͘協ಇするΑ͏な໾ׂ
分୲Λݕ౼したΓ、サーϏスの࣭΍

ϩϘットՔಇ཰Λ্ͤ͞޲たΓ、ۀ࡞
シスςϜのվળʹͭな͛るɻ

Φープンιースで
開発をՃ଎ڀݚ

Φート΢Σアはࣗಈӡస༻ͱしͯ
はੈքॳのΦープンιースͱしͯແ
ঈͰެ開͞Εたɻڀݚ開発໨తͰ͋
Ε͹୭Ͱ΋ར༻Ͱ͖る͹͔Γ͔、ࣗ
༝ʹվมする͜ͱ΋Մೳͩɻ෢ా͞
Μ はΦ ート΢Σア の Α͏な 発 展 Λ
ハーモ΢Σアʹ΋ظ଴し͍ͯるɻ

ࣗಈӡసٕज़はଟ༷な࠷ઌ୺ٕ
ज़Ͱ੒ΓཱͭたΊ、�ͭのۀاがด
લઢ࠷తʹ開発し͍ͯͯはੈքの࠯
Ͱઓ͑な͍ɻΦート΢Σアは、ૣ ͍ஈ
֊ͰΦープンιースԽし、ଞのڀݚ
ػ ؔ の ྗΛआΓる͜ͱͰ開 発 のス
ϐードΛ্͛ͯ、ࣗ ಈӡసंのૣظ
࣮ ݱ ʹ ߩ ݙ する͜ͱΛ ໨ したࢦ ɻ
Φート΢ΣアはすͰʹࠃ಺֎���ۙ
͘のେ学΍࠾ʹۀا༻͞Ε、��ंछ
Ҏ্ʹ౥͞ࡌΕ͍ͯるɻ
本がগなͯ͘΋৽し͍ٕज़Λࢿ」

るのがΦープンιースのར఺Ͱͤࢼ
すɻ୭΋がͬࢥたΑ͏ʹ͑࢖·すし、
ϕンνャー΋্ཱͪ͛΍す͘なΓ·
す」ɻࠓͰはΦート΢ΣアΛج൫ͱし
たϕンνャーۀا΋ੜ·Ε、Φート
΢Σアの෦඼がੈքதͰ開発͞Εͯ
͍るɻハーモ΢Σアのܧଓ΍ࣾ会΁
のීٴのਪਐʹ、ϕンνャーۀاが
果たす໾ׂはେ͖͍ɻ

෢ా͞Μはハーモ΢ΣアΛߏ੒す
るιϑト΢Σア΍センサーなどの෦
඼ΛϨΰブϩックʹ例͑るɻ「ڙࢠた
ͪʹϨΰブϩックΛ༩͑るͱ、ͦ Εͧ
Εが ࢥ ͍ ࢥ ࡞ʹ͍ ඼Λ࡞Γग़し·
すɻ୭΋がԿͰ΋࡞Εる開発プϥッ
トϑΥーϜͱしͯ、ハーモ΢Σア͔Β
৽し͍ۀا、੡඼΍サーϏスが࣍ʑ
ͱඈͼཱ͍ͬͯ͘͜ͱがເͰすɻ�ͭ
�ͭはখ͍͔͞΋しΕ·ͤΜが、͍
ͭし͔ૉ੖Βし͍࡞඼がग़དྷ্がる
のΛָしΈʹし͍ͯ·す」ɻίンιー
シアϜは��೥౓ʹऴྃする༧ఆͩ
が、「ハーモ΢Σアはޙ࠷·ͰΦープ
ンιースΛ؏͖た͍」ͱ、ະདྷΛݟਾ
͑る෢ా͞Μのݴ༿はྗ͍ڧɻ

■図4 マルνモーμルインターϑΣースࣗಈӡసंの࢓૊Έɻマルνモーμルཧղ෦がଟ༷なセンサー৘ใΛ౷߹しͯॲཧし、ਓؒのঢ়ଶ΍ҙਤΛਪఆするɻਪఆ
͞Εたҙਤʹ͖ͮج、ର࿩੍ޚ෦はࣗಈӡసシスςϜ΍ΧーナϏʹಇ͖͔͚るɻ͜ の � ͭの࢓૊ΈʹΑΓ、ं ਓؒΛௐ࿨ͤ͞る͜ͱʹ੒ޭしたɻ、ڥ؀、
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ઓུత૑଄研究ਪਐۀࣄʢࣾ会技術研究開発ʣ
自཯ੑのݕ౼にͮج な͘͡みࣾ会に͓けるਓ޻஌ೳの๏తిࢠਓ֨

ۙ෇く人ؒͱ人工஌ೳのڑ཭
Γఴ͏新͍ࣾ͠ձ΁دʹ͍ޓ

ೝࣝするਫ਼౓は্がΓ、ނࣄΛճආͰ
͖る֬཰は্がるͰしΐ͏ が、໰୊はਓ
ނࣄ஌ೳの൑அミスʹΑͬͯॏେな޻
がͬ͜ىたࢲ、ʹ࣌たͪのࣾ会がਓ޻
஌ೳΛͤڐる͔ど͏͔なのͰす」ɻ

ਓ޻஌ೳは���パーセントਖ਼し͍൑
அがͰ͖るΘ͚Ͱはな͘、ਓؒΑΓ௿͍
֬཰Ͱ͋ͬͯ΋Τϥーはੜ͡るɻࣗ ಈ
ӡసதの൑அミス΍ը૾診அͰのॏେ

「ը૾ೝࣝ՝୊Ͱは、ਓؒのਖ਼౴཰
が��パーセントのͱ͜Ζ、ਓ޻஌ೳͰ
は��パーセントͱ͍͏͜ͱ΋͋Γ·すɻ
し͔し、ਓؒの̑ パーセントのΤϥーの
தʹਓ޻஌ೳの パ̍ーセントのΤϥー
がؚ·Ε͍ͯるอূは͋Γ·ͤΜɻਓ
ؒʹは·ͬた͘ཧղͰ͖な͍Α͏なミ
スΛ൜すՄೳੑが͋るのͰすɻࡏݱの
ਓ޻஌ೳͰ΋、ं ʹ౥ࡌすΕ͹ݥةΛ

自཯γスςϜが൜͢ϛスを
Δのかͤڐたͪのࣾձはࢲ

ਓ޻஌ೳは໨֮·し͍ਐԽΛ਱͛ͯ
͍るɻը૾ೝࣝなどすͰʹਓ޻஌ೳの
൑அྗがਓؒΛ྇կする分໺΋͋Γ、
日ৗੜ׆ʹ΋ٸ଎ʹਁಁしͭͭ͋るɻ
し͔し、େࡕେ学ઌಋత学ߏػڀݚࡍ
のઙాູ特೚ڭतは、͜ ఠするɻࢦ͏

なޡ診はਓؒの໋Λ左右する৔߹が͋
るし、ίミϡχケーションϩϘットがۀا
のड෇΍ಠډ࿝ਓ୐などͰセキϡリ
ςΟーΛ୲͏৔߹、དྷ๚ऀͱͯͬޡ൜ࡑ
ऀΛট͖ೖΕる͜ͱ΋͜ىΓಘるɻ

ਓؒの൑அミスʹΑるނࣄͰ͋Ε
͹、ࣄܐૌ௥がͰ͖るɻし͔し、「ࣗ༝ҙ
ݱたਓؒ」のΈΛର৅ͱするͬ࣋Λࢤ
෺Ͱ͋るਓ޻の๏੍౓のԼͰは、ਓࡏ
േΛՊす͜ͱはͰ͖なࣄܐʹ஌ೳ޻
͍ɻ·た、ਓ޻஌ೳのࣗ཯ੑは、ਓؒの
༠ಋແしͰシスςϜΛಈ͔すϨϕル΍
ఆ͞ΕたൣғのΈͰ൑அするϨϕݶ
ルなどଟ༷Ͱ͋Γ、ど͜·Ͱがਓ޻஌
ೳの൑அʹΑるߦಈなの͔はᐆດͩɻ
例͑͹਎ମ૷ணܕのサϙートϩϘット
など、࢖༻ऀ΋͋るఔ౓ૢ࡞ʹؔ༩す
るシスςϜʹΑるނࣄͰは、ਓؒのޡ
ʹಈ࡞ޡ஌ೳの޻Αるの͔、ਓʹ࡞ૢ
Αるの͔ΛઢҾ͖する͜ͱが೉し͍ɻ

の੹೚は୭がෛ͏の͔ͦʹࡍのނࣄ
ͱ͍ͬたٞ࿦ΛਂΊな͍··、ਓ޻஌
ೳの࣮༻Խ΍ීٴがਐΊ͹、େ͖な͋
ͭΕ͖がੜ͔͡Ͷな͍ɻͦ ͜Ͱ「ਓͱ৘
ใのΤίシスςϜ」ڀݚ開発ྖҬͰݚ
୅表ऀΛ຿Ίるઙా͞Μͱάループڀ
リーμーのژ౎େ学େ学Ӄ๏学ڀݚ
ՊのҴ୩ཾ඙।ڭतは、ਓ޻஌ೳͱਓ
ؒがدΓఴͬͯ฻Βす「な͡Έࣾ会」の
し、๏੔උΛؚΉ৽たなࣾࢦΛ໨ݱ࣮
会シスςϜΛ໛ࡧし͍ͯるɻ

プϩジΣクトͰは、ઙా͞Μがਓ޻
஌ೳの͞·͟·なࣗ཯ੑのϨϕルʹ
ݚࡍେ学ઌಋత学ࡕし、େ࡯ߟ͍ͯͭ
஌޻がਓࢣߨ特೚࢘のՏ߹༞ߏػڀ
ೳΛ౥ࡌしたϩϘットͱのίミϡχ
ケーションのࡍʹਓؒが๊͘ҹ৅΍੹
೚のํ͡ײΛূݕし͍ͯ͘ɻ͜ ΕΒΛ
ͭな͙ݤͱなるのが、Ҵ୩͞Μが୲౰
する๏学のࢹ఺Ͱ、ਓ޻஌ೳΛड͚ೖ
Εる্ͰどのΑ͏なࣾ会ルールがٻΊ
ΒΕるの͔Λݕ౼するɻ͜ のたΊ、๏త
な੹೚ཧ࿦ʹ͍ͭͯのݱঢ়Λ੔ཧし、
৽たなఏҊΛ࢝Ί͍ͯるɻ

քݶたैདྷ๏の͖ͯ͑ݟ
୭が੹೚をऔΕΔのか

ਓ޻஌ೳがݪҼͰނࣄがͬ͜ىた
どのΑ͏な๏తાஔΛऔΕ͹ྑ͍、ࡍ

の͔ɻ�ͭ͑ߟΒΕるのは、シスςϜ
Λ開発したऀڀݚ΍ۀاΛࣄܐേの
ର৅ʹする͜ͱͩɻし͔し、͜ ͜ʹ΋ਓ
するɻࡏ஌ೳなΒͰはの໰୊がଘ޻
ैདྷのిثػࢠは開発ऀがॻ͍たプ
ϩάϥϜ௨Γʹಈ͘たΊ、ͦ の࡞ޡಈ
ʹΑるނࣄの৔߹、ۀاଆʹԿΒ͔の
േΛՊす͜ͱはՄೳͩɻͱ͜Ζがࣄܐ
ਓ޻஌ೳは、஝ੵ͞Εଓ͚る๲େな
データΛ学शしͯΑΓ͍ߴ൑அྗΛ
਎ʹ෇͚͍ͯ͘たΊ、ͦ のメΧχζϜ
はมԽしଓ͚、開発ऀʹ΋Θ͔Βな͍
΄どෳࡶԽし͍ͯ͘ɻメーΧー΍開発
ࢠേΛՊす͜ͱは੒ਓしたࣄܐʹऀ
ରする੹೚Λ਌ʹ՝すΑʹࡑの൜ڙ
͏な΋のͰ、࣮ݱతͰはな͍ɻリスク
がߴす͗ͯ୭΋開発ʹऔΓ૊·な͘
なるͩΖ͏ɻ

Ұํ、ਓ޻஌ೳのミスの੹೚Λར
༻ऀがෛ͏͜ͱʹなΕ͹、୭΋੡඼Λ
ങΘな͘なるͩΖ͏ɻࣗ 分のҙࢤ΍൑
அͰͬ͜ىたΘ͚Ͱはな͍ނࣄの੹
೚などऔΓた͘な͍͔Βͩɻͭ ·Γ、
஌ೳの൑அミ޻の๏੍౓Ͱはਓࡏݱ
スʹΑͬͯඃ֐が発ੜしたͱしͯ΋୭
͔Λേする͜ͱはࠔ೉なのͩɻਓ޻஌

ೳの൑அʹΑΓҾ͖͜͞ىΕたނࣄ
の੹೚ʹ、ۭ നがੜ͡ಘるঢ়گが૝
ఆ͞Ε࢝Ί͍ͯるのͰ͋るɻ

͜͏したঢ়گʹରし、๏学ऀͱしͯ
プϩジΣクトのਪਐ໾Λ୲͏Ҵ୩͞Μ
は「メリットͱデメリットΛఱടʹ͔͚、
メリットがେ͖͚Ε͹ਓ޻஌ೳΛීٴ
ͤ͞たํがྑ͍ͱ൑அͰ͖·すɻࣾ
会తศӹΛ༏ઌͤ͞、ԿΒ͔のނࣄ
がͬ͜ىたͱしͯ΋ॲേはしな͍ͱ͍
͏ޭརతなํ͑ߟ΋Ͱ͖るのͰはな
͍Ͱしΐ͏͔」ͱఏىするɻࣗ ಈӡస
ंΛ例ʹऔるͱ、ਓؒがӡసする࣌Α
ΓނࣄΛݮΒͤるͱ͍͏ࣾ会తなԸ
ʹऀ֐はඃʹࡍのނࣄ、Λ༏ઌしܙ
ରするຽࣄతなิঈのΈͰ、୭ʹ΋
േΛՊ͞な͍ͱ͍͏બ୒が͋ͬࣄܐ
ͯ΋ྑ͍ͱ͍͏ͩ͑ߟɻ

ͦ、༰Ͱ͖るリスクΛܾΊڐ のリス
クのൣғͰͬ͜ىたނࣄなΒ͹、ࣄܐ
േΛՊ͞な͍ɻ͞ ΒʹҰาਐΜͰ、ڐ
༰するͱܾΊたൣғ಺Ͱͬ͜ىたࣄ
がূ໌Ͱ͖るなΒ、「૞ࠪۀاͱͩނ
すΒߦΘな͍ͱ͍͏બ୒΋͋Γಘ·
す」ͱҴ୩͞Μはޠるɻ

േの୅Θりにվળをٛ຿化
ٕज़のਐาを๦げない੍౓を

し͔し、ނࣄのࡍʹ୭΋േΛड͚な
͍のͰは、ඃऀ֐΍ͦのपғのਓʑ
のॲേײ৘ΛพΖʹし͍ͯるͱ͍͏
੠が্がる͔΋しΕな͍ɻ͜ Εʹର
し、Ҵ୩͞ΜがಋೖΛݕ౼するのが、
஌ೳΛྲྀ௨޻したਓ͜ىΛҾ͖ނࣄ
ͤ͞たۀاʹରしͯݪҼ໌ڀʹඞཁ
な͋ΒΏる৘ใのఏڙ΍、ඞཁな৔
߹ʹは࠶発๷͚޲ʹࢭた۩ମతなվ
ળなどΛٛ຿෇͚る୅ΘΓʹ、ؔ ऀ܎
のૌ௥ΛҰఆؒظԆظするૌ௥Ԇظ
߹ҙʢ%1"ʣ΍、ૌ௥しな͍ෆૌ௥߹
ҙʢ/1"ʣͱ͍͏੍౓ͩɻถࠃʹ͓͍
Β࡞଄վֵΛ໨తͱしͯߏのۀاͯ
Εた੍౓なのͰ、ۀاͱಉ͘͡ਓؒͰ

はな͍ਓ޻஌ೳのվળΛ໨తͱしͯ
Ԡ༻Ͱ͖るͱ͍ͯ͑ߟるɻ
「ถࠃͰは、ۀاの౒ྗがे分Ͱは

な͍ͱ൑அ͞Εた࣌ʹはૌ௥͞Ε、結
果తʹࢢ৔͔ΒకΊग़͞Ε·すɻا
ࢮ௚し、ඞݟ૊Έ͔Β࢓Ӧのܦはۀ
ͰվળʹऔΓ૊·͟るΛಘ·ͤΜɻ͜
のΑ͏な੍౓Λਓ޻஌ೳʹΑるނࣄ
ʹ΋ద༻すΕ͹、ۀاはނࣄʹରす
る੹೚Λ͋るఔ౓は果たす͜ͱʹな
Γ、ඃऀ֐のॲേײ৘΋ଟগ࿨Β͙Ͱ
しΐ͏ 」ͱҴ୩͞Μはઆ໌するɻ

୯ʹۀا΍開発ऀΛേする͚ͩͰ
はٕज़のਐาが཈੍͞Ε͔Ͷな͍
が、ۀاがಉ͡Α͏なނࣄが͜ىΒな
͍Α͏վળʹ͚޲౒ྗし、ਓ޻஌ೳの
վྑがظ଴Ͱ͖るなΒ、ͦ のҙٛは
େ͖͍ɻނࣄが発ੜした৔߹ʹは、日
本൛の%1"、/1"ʹ͖ͮج、ඞཁな
Β͹ͦの੡඼Λ開発したۀاʹ੡඼
のվྑΛଅし、ͦ Εがे分ʹ果たͤ
な͍ࣄܐʹ࣌േΛՊすͱ͍͏࢓૊Έ
がߏங͞Εるɻ

͜のΑ͏な࢓૊ΈΛ࣮ݱした৔߹、
ࣾ会はਓ޻஌ೳʹ෇͖·ͱ 「͏リスク」
Λड͚ೖΕる͜ͱʹなるɻ͜ のたΊ、
ࣾ会ͱしͯどのఔ౓のリスクなΒڐ༰
Ͱ͖るの͔Λ͋Β͔͡ΊܾΊなͯ͘は
なΒな͍ɻし͔し、Ұ෦のେखۀاが
ଘײࡏΛ示すਓ޻஌ೳ分໺のݱঢ়Ͱ

は、ࢢ৔のݪཧͰなし่しతʹج४が
ܾ·Γ͔Ͷな͍ɻ
「࣮༻Խʹ౰たͬͯは、ؔ লிが܎

த৺ʹなΓऀڀݚ΍ۀاのҙݟΛऔ
ΓೖΕΨイドϥインΛ࡞੒する͜ͱʹ
なるͰしΐ͏ɻԸܙͱڞʹリスクΛड
͚ೖΕる͜ͱʹなるのはҰൠࢢຽͰ
す͔Β、パブリックίメントなどҙݟ
が൓ө͞Εるखଓ͖がෆՄܽͰす」ͱ
Ҵ୩͞Μはૌ͑るɻ

ਓ޻஌能ͱͲ͏ੜ͖たいか
能動తに͑ߟΔࣾձ΁

ઙా͞Μが「ਓؒのײ৘はෳࡶͰ、
ୈࢹऀࡾ఺Ͱはड͚ೖΕΒΕたリス
ク΋౰ऀࣄʹなるͱड͚ೖΕΒΕな
͘なる」ͱ࿩すΑ͏ʹ、ສਓがڐ༰Ͱ
͖るリスクΛఆΊる͜ͱは೉し͍ɻ·
た、๏తな੔ཧ͚ͩͰはෆे分Ͱ、ౖ
Γ΍൵しΈなどඃऀ֐の৺৘ʹدΓ
ఴ͍ಘる৽たな࢓૊Έ΋ඞཁͱなる
ͩΖ͏ɻՁ஋൑அʹはྙཧ؍΍ҙࢥ
ܾఆプϩセス΋େ͖ؔ͘Θる͜ͱ͔
Β、ਓจՊ学ͱՊ学ٕज़のର࿩がෆ
Մܽͩɻ「๏はੈքΛͭな͙ྗΛ࣋
ͭ」ͱ࿩すҴ୩͞Μはͦのڮ౉し໾ʹ
なΖ͏ͱ、޻学ऀのઙా͞Μ、Տ߹ࢯ
ʹ加͑、ಉ͡ڀݚ開発ྖҬͰผのプ
ϩジΣクトΛਐΊる೴Պ学΍৺ཧ学
がઐ໳の᣼ాࢠو౦ۀ޻ژେ学।ڭ
त、఩学がઐ໳のদӜ࿨໵౦༸େ学
।ڭतͱ΋࿈ܞΛ࢝Ίたɻͦ のҰ؀
ͱしͯऔΓ૊Ήのが、Ұൠࢢຽ΁のܒ
発׆ಈͩɻ

Տ߹ࢯ、᣼ాࢯ、দӜࢯͱҴ୩͞Μ
はਓ޻஌ೳの൑அミスʹΑͬͯ͜ى
Γಘる͞·͟·なނࣄ΍൜ࡑΛඳ͍

たಈըΛ੍࡞したʢਤ�ʣɻ日本Պ学ະ
དྷؗ΍౦ۀ޻ژେ学Ͱ開࠵したワー
クショップͰは、ಈըΛͤݟた্Ͱਓ
、༰Ͱ͖る͔ڐ஌ೳの൑அミスΛ޻
୭が੹೚Λऔる΂͖͔ͱ͍ͬたアン
ケートの࣮ࢪ΍άループͰのٞ࿦Λ
௨ͯ͡、ਓ޻஌ೳͱਓؒͱのؒʹどの
Α͏なؔੑ܎がੜ͡るの͔Λߟʹڞ
͑Α͏ͱし͍ͯるʢਤ�、�ʣɻ

日本 Պ 学 ະ དྷ ؗͰ࣮ したアンࢪ
ケートͰは、ނࣄのඃऀ֐ʹなͬた৔
߹ʹはਓ޻஌ೳの൑அミスΛͤڐな
͍ͱ͍͏ճ౴がଟ͋ͬ͘たͱ͍͏ɻઙ
ా͞Μは「ਓ޻஌ೳのミスΛڐ༰する
のは؆୯Ͱはな͍Ͱしΐ͏ɻҰํͰ、
ਓ޻஌ೳは൱Ԡなしʹࢲたͪのੜ׆
ʹೖΓࠐΜͰ͖·すɻਓ޻஌ೳͱڞੜ
するҙࣝがඞཁͩͱ͍͏͜ͱΛૌ͑
͍͖ͯた͍Ͱす」ͱ࿩すɻ͜ ͏͍ͬた
ワークショップΛ͖͔͚ͬ 「ʹࣗ分は
ਓ޻஌ೳͱど͏ੜ͖た͍の͔Λ͑ߟ
ͯ΄し͍」ͱઙా͞ΜͱҴ୩͞Μはޱ
ΛͦΖ͑るɻ

ϩϘット޻学のୈҰਓऀͱしͯୈҰ
ઢΛ૸Γଓ͚͖ͯたઙా͞Μがཧ૝
ͱするのが、మ࿹アトϜ΍ドϥ͑΋Μ
ͱ͍ͬた࡞඼ʹݟΒΕるਓؒͱࣗ཯
ϩϘットのؔͩੑ܎ɻ「ਓؒͱਓ޻஌
ೳが༥࿨తʹなΕるなΒ、ਓؒಉ࢜
が৴པし߹͑な͍はͣはな͍」ͱ͍͏
Λଓ͚͖ͯたɻプϩڀݚ、Λ๊͖͍ࢥ
ジΣクトがݟਾ͑るઌʹは、ਓؒͱࣗ
཯ϩϘットのどͪΒ͔がҰํΛ࢖໾す
るのͰはな͘、ର౳なཱ৔Ͱ、͓ ͍ޓ
Λ৴པし͍ࢥ΍ͬͯ฻Βす「な͡Έࣾ
会」が͋るɻ「ࢲはਓ޻஌ೳͱ͜͏ੜ͖
た͍」ͱ͍͏�ਓ�ਓの͍ࢥが、৽し͍
ࣾ会Λ͍ͩͯͬ͘࡞Ζ͏ɻ

Γఴ͏新͍ࣾ͠ձ΁دʹ͍ޓ
ؒもな͘、本֨తなਓ޻஌ೳ࣌୅が౸དྷ͢るɻͦ れをܴ͑るͪͨࢲに、
৺の४උはで͖͍ͯるのͩΖ͏͔ɻେࡕେ学ઌಋత学際研究ߏػの
ઙాູಛ೚ڭत、ژ౎େ学େ学Ӄ๏学研究科のҴ୩ཾ඙।ڭतら
は、自વ科学とਓ文ࣾ会科学の֞ࠜをӽ͑、͞ らにࣾ会とのର࿩を౿
·͑ͯ、ਓؒとਓ޻஌ೳがدりఴͬͯ฻らͨ͢Ίの৽ͨなࣾ会シスςϜ
のඞཁੑをఏ͍ͯ͠ݴるɻ

ઙా ູ
େࡕେֶ ઌಋతֶߏػڀݚࡍ
ಛ೚ڭत

2005～11年 ERATO浅田共創
知能システムプロジェクト研究総
括。17年よりRISTEX研究代表者。

͋͞  ͩ ΈͷΔ

Ұॹʹ͍ࣸͬͯるのはࣨڀݚͰ開発したܕڙࢠアンドϩイドの಄෦ɻ
χϡアンスΛؚΉෳࡶな表৘Λݱ࠶Ͱ͖るɻ

Γΐ͏ が
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■図1 Ͱ঺հするɻཱͯ࢓Λドϥマࡑ΍൜ނࣄΓಘる͜ى༂する͞·͟·なシーンͰ׆஌ೳが޻したಈըͰは、ਓ࡞੍

■図2 ౦ۀ޻ژେ学Ͱ開࠵したワークショップͰはߨԋޙ、άループʹ分͔Εͯ୭が੹೚Λෛ͏΂͖͔Λ࿩
し߹͍、׆発ʹҙݟがަΘ͞Εたɻ

■図3 日本Պ学ະདྷؗͰ開࠵したワークショップͰは、参加ऀ͔Βの࣭໰΍ίメント΋঺հɻऴྃޙʹはઙా
͞Μʢ๧ࢠのஉੑʣ΋加ΘΓ参加ऀのίメントʹ͍ͭͯҙݟΛަΘしたɻճऩしたアンケートは、プϩ
ジΣクトのڀݚͰ׆༻͞Εるɻ

ઓུత૑଄研究ਪਐۀࣄʢࣾ会技術研究開発ʣ
自཯ੑのݕ౼にͮج な͘͡みࣾ会に͓けるਓ޻஌ೳの๏తిࢠਓ֨

ೝࣝするਫ਼౓は্がΓ、ނࣄΛճආͰ
͖る֬཰は্がるͰしΐ͏ が、໰୊はਓ
ނࣄ஌ೳの൑அミスʹΑͬͯॏେな޻
がͬ͜ىたࢲ、ʹ࣌たͪのࣾ会がਓ޻
஌ೳΛͤڐる͔ど͏͔なのͰす」ɻ

ਓ޻஌ೳは���パーセントਖ਼し͍൑
அがͰ͖るΘ͚Ͱはな͘、ਓؒΑΓ௿͍
֬཰Ͱ͋ͬͯ΋Τϥーはੜ͡るɻࣗ ಈ
ӡసதの൑அミス΍ը૾診அͰのॏେ

「ը૾ೝࣝ՝୊Ͱは、ਓؒのਖ਼౴཰
が��パーセントのͱ͜Ζ、ਓ޻஌ೳͰ
は��パーセントͱ͍͏͜ͱ΋͋Γ·すɻ
し͔し、ਓؒの̑ パーセントのΤϥーの
தʹਓ޻஌ೳの パ̍ーセントのΤϥー
がؚ·Ε͍ͯるอূは͋Γ·ͤΜɻਓ
ؒʹは·ͬた͘ཧղͰ͖な͍Α͏なミ
スΛ൜すՄೳੑが͋るのͰすɻࡏݱの
ਓ޻஌ೳͰ΋、ं ʹ౥ࡌすΕ͹ݥةΛ

自཯γスςϜが൜͢ϛスを
Δのかͤڐたͪのࣾձはࢲ

ਓ޻஌ೳは໨֮·し͍ਐԽΛ਱͛ͯ
͍るɻը૾ೝࣝなどすͰʹਓ޻஌ೳの
൑அྗがਓؒΛ྇կする分໺΋͋Γ、
日ৗੜ׆ʹ΋ٸ଎ʹਁಁしͭͭ͋るɻ
し͔し、େࡕେ学ઌಋత学ߏػڀݚࡍ
のઙాູ特೚ڭतは、͜ ఠするɻࢦ͏

なޡ診はਓؒの໋Λ左右する৔߹が͋
るし、ίミϡχケーションϩϘットがۀا
のड෇΍ಠډ࿝ਓ୐などͰセキϡリ
ςΟーΛ୲͏৔߹、དྷ๚ऀͱͯͬޡ൜ࡑ
ऀΛট͖ೖΕる͜ͱ΋͜ىΓಘるɻ

ਓؒの൑அミスʹΑるނࣄͰ͋Ε
͹、ࣄܐૌ௥がͰ͖るɻし͔し、「ࣗ༝ҙ
ݱたਓؒ」のΈΛର৅ͱするͬ࣋Λࢤ
෺Ͱ͋るਓ޻の๏੍౓のԼͰは、ਓࡏ
േΛՊす͜ͱはͰ͖なࣄܐʹ஌ೳ޻
͍ɻ·た、ਓ޻஌ೳのࣗ཯ੑは、ਓؒの
༠ಋແしͰシスςϜΛಈ͔すϨϕル΍
ఆ͞ΕたൣғのΈͰ൑அするϨϕݶ
ルなどଟ༷Ͱ͋Γ、ど͜·Ͱがਓ޻஌
ೳの൑அʹΑるߦಈなの͔はᐆດͩɻ
例͑͹਎ମ૷ணܕのサϙートϩϘット
など、࢖༻ऀ΋͋るఔ౓ૢ࡞ʹؔ༩す
るシスςϜʹΑるނࣄͰは、ਓؒのޡ
ʹಈ࡞ޡ஌ೳの޻Αるの͔、ਓʹ࡞ૢ
Αるの͔ΛઢҾ͖する͜ͱが೉し͍ɻ

の੹೚は୭がෛ͏の͔ͦʹࡍのނࣄ
ͱ͍ͬたٞ࿦ΛਂΊな͍··、ਓ޻஌
ೳの࣮༻Խ΍ීٴがਐΊ͹、େ͖な͋
ͭΕ͖がੜ͔͡Ͷな͍ɻͦ ͜Ͱ「ਓͱ৘
ใのΤίシスςϜ」ڀݚ開発ྖҬͰݚ
୅表ऀΛ຿Ίるઙా͞Μͱάループڀ
リーμーのژ౎େ学େ学Ӄ๏学ڀݚ
ՊのҴ୩ཾ඙।ڭतは、ਓ޻஌ೳͱਓ
ؒがدΓఴͬͯ฻Βす「な͡Έࣾ会」の
し、๏੔උΛؚΉ৽たなࣾࢦΛ໨ݱ࣮
会シスςϜΛ໛ࡧし͍ͯるɻ

プϩジΣクトͰは、ઙా͞Μがਓ޻
஌ೳの͞·͟·なࣗ཯ੑのϨϕルʹ
ݚࡍେ学ઌಋత学ࡕし、େ࡯ߟ͍ͯͭ
஌޻がਓࢣߨ特೚࢘のՏ߹༞ߏػڀ
ೳΛ౥ࡌしたϩϘットͱのίミϡχ
ケーションのࡍʹਓؒが๊͘ҹ৅΍੹
೚のํ͡ײΛূݕし͍ͯ͘ɻ͜ ΕΒΛ
ͭな͙ݤͱなるのが、Ҵ୩͞Μが୲౰
する๏学のࢹ఺Ͱ、ਓ޻஌ೳΛड͚ೖ
Εる্ͰどのΑ͏なࣾ会ルールがٻΊ
ΒΕるの͔Λݕ౼するɻ͜ のたΊ、๏త
な੹೚ཧ࿦ʹ͍ͭͯのݱঢ়Λ੔ཧし、
৽たなఏҊΛ࢝Ί͍ͯるɻ

քݶたैདྷ๏の͖ͯ͑ݟ
୭が੹೚をऔΕΔのか

ਓ޻஌ೳがݪҼͰނࣄがͬ͜ىた
どのΑ͏な๏తાஔΛऔΕ͹ྑ͍、ࡍ

の͔ɻ�ͭ͑ߟΒΕるのは、シスςϜ
Λ開発したऀڀݚ΍ۀاΛࣄܐേの
ର৅ʹする͜ͱͩɻし͔し、͜ ͜ʹ΋ਓ
するɻࡏ஌ೳなΒͰはの໰୊がଘ޻
ैདྷのిثػࢠは開発ऀがॻ͍たプ
ϩάϥϜ௨Γʹಈ͘たΊ、ͦ の࡞ޡಈ
ʹΑるނࣄの৔߹、ۀاଆʹԿΒ͔の
േΛՊす͜ͱはՄೳͩɻͱ͜Ζがࣄܐ
ਓ޻஌ೳは、஝ੵ͞Εଓ͚る๲େな
データΛ学शしͯΑΓ͍ߴ൑அྗΛ
਎ʹ෇͚͍ͯ͘たΊ、ͦ のメΧχζϜ
はมԽしଓ͚、開発ऀʹ΋Θ͔Βな͍
΄どෳࡶԽし͍ͯ͘ɻメーΧー΍開発
ࢠേΛՊす͜ͱは੒ਓしたࣄܐʹऀ
ରする੹೚Λ਌ʹ՝すΑʹࡑの൜ڙ
͏な΋のͰ、࣮ݱతͰはな͍ɻリスク
がߴす͗ͯ୭΋開発ʹऔΓ૊·な͘
なるͩΖ͏ɻ

Ұํ、ਓ޻஌ೳのミスの੹೚Λར
༻ऀがෛ͏͜ͱʹなΕ͹、୭΋੡඼Λ
ങΘな͘なるͩΖ͏ɻࣗ 分のҙࢤ΍൑
அͰͬ͜ىたΘ͚Ͱはな͍ނࣄの੹
೚などऔΓた͘な͍͔Βͩɻͭ ·Γ、
஌ೳの൑அミ޻の๏੍౓Ͱはਓࡏݱ
スʹΑͬͯඃ֐が発ੜしたͱしͯ΋୭
͔Λേする͜ͱはࠔ೉なのͩɻਓ޻஌

ೳの൑அʹΑΓҾ͖͜͞ىΕたނࣄ
の੹೚ʹ、ۭ നがੜ͡ಘるঢ়گが૝
ఆ͞Ε࢝Ί͍ͯるのͰ͋るɻ

͜͏したঢ়گʹରし、๏学ऀͱしͯ
プϩジΣクトのਪਐ໾Λ୲͏Ҵ୩͞Μ
は「メリットͱデメリットΛఱടʹ͔͚、
メリットがେ͖͚Ε͹ਓ޻஌ೳΛීٴ
ͤ͞たํがྑ͍ͱ൑அͰ͖·すɻࣾ
会తศӹΛ༏ઌͤ͞、ԿΒ͔のނࣄ
がͬ͜ىたͱしͯ΋ॲേはしな͍ͱ͍
͏ޭརతなํ͑ߟ΋Ͱ͖るのͰはな
͍Ͱしΐ͏͔」ͱఏىするɻࣗ ಈӡస
ंΛ例ʹऔるͱ、ਓؒがӡసする࣌Α
ΓނࣄΛݮΒͤるͱ͍͏ࣾ会తなԸ
ʹऀ֐はඃʹࡍのނࣄ、Λ༏ઌしܙ
ରするຽࣄతなิঈのΈͰ、୭ʹ΋
േΛՊ͞な͍ͱ͍͏બ୒が͋ͬࣄܐ
ͯ΋ྑ͍ͱ͍͏ͩ͑ߟɻ

ͦ、༰Ͱ͖るリスクΛܾΊڐ のリス
クのൣғͰͬ͜ىたނࣄなΒ͹、ࣄܐ
േΛՊ͞な͍ɻ͞ ΒʹҰาਐΜͰ、ڐ
༰するͱܾΊたൣғ಺Ͱͬ͜ىたࣄ
がূ໌Ͱ͖るなΒ、「૞ࠪۀاͱͩނ
すΒߦΘな͍ͱ͍͏બ୒΋͋Γಘ·
す」ͱҴ୩͞Μはޠるɻ

േの୅Θりにվળをٛ຿化
ٕज़のਐาを๦げない੍౓を

し͔し、ނࣄのࡍʹ୭΋േΛड͚な
͍のͰは、ඃऀ֐΍ͦのपғのਓʑ
のॲേײ৘ΛพΖʹし͍ͯるͱ͍͏
੠が্がる͔΋しΕな͍ɻ͜ Εʹର
し、Ҵ୩͞ΜがಋೖΛݕ౼するのが、
஌ೳΛྲྀ௨޻したਓ͜ىΛҾ͖ނࣄ
ͤ͞たۀاʹରしͯݪҼ໌ڀʹඞཁ
な͋ΒΏる৘ใのఏڙ΍、ඞཁな৔
߹ʹは࠶発๷͚޲ʹࢭた۩ମతなվ
ળなどΛٛ຿෇͚る୅ΘΓʹ、ؔ ऀ܎
のૌ௥ΛҰఆؒظԆظするૌ௥Ԇظ
߹ҙʢ%1"ʣ΍、ૌ௥しな͍ෆૌ௥߹
ҙʢ/1"ʣͱ͍͏੍౓ͩɻถࠃʹ͓͍
Β࡞଄վֵΛ໨తͱしͯߏのۀاͯ
Εた੍౓なのͰ、ۀاͱಉ͘͡ਓؒͰ

はな͍ਓ޻஌ೳのվળΛ໨తͱしͯ
Ԡ༻Ͱ͖るͱ͍ͯ͑ߟるɻ
「ถࠃͰは、ۀاの౒ྗがे分Ͱは

な͍ͱ൑அ͞Εた࣌ʹはૌ௥͞Ε、結
果తʹࢢ৔͔ΒకΊग़͞Ε·すɻا
ࢮ௚し、ඞݟ૊Έ͔Β࢓Ӧのܦはۀ
ͰվળʹऔΓ૊·͟るΛಘ·ͤΜɻ͜
のΑ͏な੍౓Λਓ޻஌ೳʹΑるނࣄ
ʹ΋ద༻すΕ͹、ۀاはނࣄʹରす
る੹೚Λ͋るఔ౓は果たす͜ͱʹな
Γ、ඃऀ֐のॲേײ৘΋ଟগ࿨Β͙Ͱ
しΐ͏ 」ͱҴ୩͞Μはઆ໌するɻ

୯ʹۀا΍開発ऀΛേする͚ͩͰ
はٕज़のਐาが཈੍͞Ε͔Ͷな͍
が、ۀاがಉ͡Α͏なނࣄが͜ىΒな
͍Α͏վળʹ͚޲౒ྗし、ਓ޻஌ೳの
վྑがظ଴Ͱ͖るなΒ、ͦ のҙٛは
େ͖͍ɻނࣄが発ੜした৔߹ʹは、日
本൛の%1"、/1"ʹ͖ͮج、ඞཁな
Β͹ͦの੡඼Λ開発したۀاʹ੡඼
のվྑΛଅし、ͦ Εがे分ʹ果たͤ
な͍ࣄܐʹ࣌േΛՊすͱ͍͏࢓૊Έ
がߏங͞Εるɻ

͜のΑ͏な࢓૊ΈΛ࣮ݱした৔߹、
ࣾ会はਓ޻஌ೳʹ෇͖·ͱ 「͏リスク」
Λड͚ೖΕる͜ͱʹなるɻ͜ のたΊ、
ࣾ会ͱしͯどのఔ౓のリスクなΒڐ༰
Ͱ͖るの͔Λ͋Β͔͡ΊܾΊなͯ͘は
なΒな͍ɻし͔し、Ұ෦のେखۀاが
ଘײࡏΛ示すਓ޻஌ೳ分໺のݱঢ়Ͱ

は、ࢢ৔のݪཧͰなし่しతʹج४が
ܾ·Γ͔Ͷな͍ɻ
「࣮༻Խʹ౰たͬͯは、ؔ লிが܎

த৺ʹなΓऀڀݚ΍ۀاのҙݟΛऔ
ΓೖΕΨイドϥインΛ࡞੒する͜ͱʹ
なるͰしΐ͏ɻԸܙͱڞʹリスクΛड
͚ೖΕる͜ͱʹなるのはҰൠࢢຽͰ
す͔Β、パブリックίメントなどҙݟ
が൓ө͞Εるखଓ͖がෆՄܽͰす」ͱ
Ҵ୩͞Μはૌ͑るɻ

ਓ޻஌能ͱͲ͏ੜ͖たいか
能動తに͑ߟΔࣾձ΁

ઙా͞Μが「ਓؒのײ৘はෳࡶͰ、
ୈࢹऀࡾ఺Ͱはड͚ೖΕΒΕたリス
ク΋౰ऀࣄʹなるͱड͚ೖΕΒΕな
͘なる」ͱ࿩すΑ͏ʹ、ສਓがڐ༰Ͱ
͖るリスクΛఆΊる͜ͱは೉し͍ɻ·
た、๏తな੔ཧ͚ͩͰはෆे分Ͱ、ౖ
Γ΍൵しΈなどඃऀ֐の৺৘ʹدΓ
ఴ͍ಘる৽たな࢓૊Έ΋ඞཁͱなる
ͩΖ͏ɻՁ஋൑அʹはྙཧ؍΍ҙࢥ
ܾఆプϩセス΋େ͖ؔ͘Θる͜ͱ͔
Β、ਓจՊ学ͱՊ学ٕज़のର࿩がෆ
Մܽͩɻ「๏はੈքΛͭな͙ྗΛ࣋
ͭ」ͱ࿩すҴ୩͞Μはͦのڮ౉し໾ʹ
なΖ͏ͱ、޻学ऀのઙా͞Μ、Տ߹ࢯ
ʹ加͑、ಉ͡ڀݚ開発ྖҬͰผのプ
ϩジΣクトΛਐΊる೴Պ学΍৺ཧ学
がઐ໳の᣼ాࢠو౦ۀ޻ژେ学।ڭ
त、఩学がઐ໳のদӜ࿨໵౦༸େ学
।ڭतͱ΋࿈ܞΛ࢝Ίたɻͦ のҰ؀
ͱしͯऔΓ૊Ήのが、Ұൠࢢຽ΁のܒ
発׆ಈͩɻ

Տ߹ࢯ、᣼ాࢯ、দӜࢯͱҴ୩͞Μ
はਓ޻஌ೳの൑அミスʹΑͬͯ͜ى
Γಘる͞·͟·なނࣄ΍൜ࡑΛඳ͍

たಈըΛ੍࡞したʢਤ�ʣɻ日本Պ学ະ
དྷؗ΍౦ۀ޻ژେ学Ͱ開࠵したワー
クショップͰは、ಈըΛͤݟた্Ͱਓ
、༰Ͱ͖る͔ڐ஌ೳの൑அミスΛ޻
୭が੹೚Λऔる΂͖͔ͱ͍ͬたアン
ケートの࣮ࢪ΍άループͰのٞ࿦Λ
௨ͯ͡、ਓ޻஌ೳͱਓؒͱのؒʹどの
Α͏なؔੑ܎がੜ͡るの͔Λߟʹڞ
͑Α͏ͱし͍ͯるʢਤ�、�ʣɻ

日本 Պ 学 ະ དྷ ؗͰ࣮ したアンࢪ
ケートͰは、ނࣄのඃऀ֐ʹなͬた৔
߹ʹはਓ޻஌ೳの൑அミスΛͤڐな
͍ͱ͍͏ճ౴がଟ͋ͬ͘たͱ͍͏ɻઙ
ా͞Μは「ਓ޻஌ೳのミスΛڐ༰する
のは؆୯Ͱはな͍Ͱしΐ͏ɻҰํͰ、
ਓ޻஌ೳは൱Ԡなしʹࢲたͪのੜ׆
ʹೖΓࠐΜͰ͖·すɻਓ޻஌ೳͱڞੜ
するҙࣝがඞཁͩͱ͍͏͜ͱΛૌ͑
͍͖ͯた͍Ͱす」ͱ࿩すɻ͜ ͏͍ͬた
ワークショップΛ͖͔͚ͬ 「ʹࣗ分は
ਓ޻஌ೳͱど͏ੜ͖た͍の͔Λ͑ߟ
ͯ΄し͍」ͱઙా͞ΜͱҴ୩͞Μはޱ
ΛͦΖ͑るɻ

ϩϘット޻学のୈҰਓऀͱしͯୈҰ
ઢΛ૸Γଓ͚͖ͯたઙా͞Μがཧ૝
ͱするのが、మ࿹アトϜ΍ドϥ͑΋Μ
ͱ͍ͬた࡞඼ʹݟΒΕるਓؒͱࣗ཯
ϩϘットのؔͩੑ܎ɻ「ਓؒͱਓ޻஌
ೳが༥࿨తʹなΕるなΒ、ਓؒಉ࢜
が৴པし߹͑な͍はͣはな͍」ͱ͍͏
Λଓ͚͖ͯたɻプϩڀݚ、Λ๊͖͍ࢥ
ジΣクトがݟਾ͑るઌʹは、ਓؒͱࣗ
཯ϩϘットのどͪΒ͔がҰํΛ࢖໾す
るのͰはな͘、ର౳なཱ৔Ͱ、͓ ͍ޓ
Λ৴པし͍ࢥ΍ͬͯ฻Βす「な͡Έࣾ
会」が͋るɻ「ࢲはਓ޻஌ೳͱ͜͏ੜ͖
た͍」ͱ͍͏�ਓ�ਓの͍ࢥが、৽し͍
ࣾ会Λ͍ͩͯͬ͘࡞Ζ͏ɻ

౦ۀ޻ژେ学Ͱ開࠵したワークショップͰはߨԋޙ、άループʹ分͔Εͯ୭が੹೚Λෛ͏΂͖͔Λ࿩

左͔ΒদӜࢯ、Ҵ୩͞Μ、᣼ాࢯ、Տ߹ࢯ

͓͹͋ͪΌΜΛॿ͚るたΊϩϘッ
トはݤΛ開͚·すɻͰ΋、΋し͜Ε
がڧ౪ͩͬ たΒŋŋŋŋŋŋɻ

஌Βな͍ਓΛউखʹՈʹೖΕͯは͍
͚·ͤΜが、発࡞のༀΛҿ·ͤな͍
ͱ͓͹͋ ΌͪΜはࢮΜͰし·͍·すɻ

ϗーϜセキϡリςΟーΛ݉Ͷた
ର࿩ϩϘットは、Ϣーβーの健
康ͱ҆શΛ༏ઌしͯಈ͖·すɻ

͋る日、͓ ͹͋ͪΌΜが発࡞Λ
ى し͜·したɻ

ͪΐ͏ どؔݰʹਓがདྷ·したが、஌
ਓリストʹはొ࿥͞Εͯ·ͤΜɻ
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患者のリスクを減らしたい
足場材無しで立体構造を実現

ࣗ、ੜҩྍͰは࠶ વʹは࠶ੜʢ࣏༊ʣ
する͜ͱがͰ͖な͍ࡉ๔΍૊৫、ଁ Λث
ਓ޻తʹ࠶ੜし、ͦ のػೳΛճ෮ͤ͞る
͜ͱΛ໨ࢦし͍ͯるɻすͰʹঝೝ͞Εた
ࠎऔした࠾Β͔ऀױ、ੜҩྍ੡඼ʹは࠶
਷ӷதのؒ༿ࡉװܥ๔Λମ֎Ͱഓཆし
૿৩ͤ͞、࠶ͼऀױのମʹ໭すώトʢࣗ
ʹ๔΍シートঢ়ࡉװܥ਷༝དྷؒ༿ࠎʣݾ
ഓཆしたࡉ๔Λ༻͍たώトʢࣗݾʣ表ൽ
༝དྷࡉ๔シートなどが͋るɻӷঢ়、シー
トঢ়ʹଓ͍ͯظ଴がߴ·͍ͬͯるのが、
ཱମߏ଄Λͭ࣋૊৫の࠶ੜͩɻ

サイϑϡーζがऔΓ૊Ήཱମߏ଄の�
ͭʹ݂؅が͋るɻ「ਛଁපなどͰिʹෳ
਺ճの݂ӷಁ析Λड͚る͞ऀױ·のத
ʹは、ࣗ ਎の݂؅΁のෛ୲ΛݮΒすたΊ
ʹथࢷなどͰͰ͖たਓ؅݂޻ΛຒΊࠐ
Ήํ΋͓ΒΕ·すɻし し͔、ମ಺ʹҟ෺Λ
ೖΕるたΊ、ڋ൱൓Ԡ΍ײછ঱のリスク
Λ๊͑る͜ͱʹなΓ·すɻࣗ ๔のΈࡉݾ
ͰͰ͖た݂؅は͜の໰୊ΛղܾͰ͖る
Մೳੑが͋るのͰす」ͱळ͞ࢬΜはཱମ

͜のΑ͏ʹしͯ開発͞ΕたόイΦ�%
プリンターʹΑる૊৫࡞੡はண࣮ʹਐ
ΜͰ͍るɻࡉ๔Ͱͬ࡞た݂؅ΛブタʹҠ
২したͱ͜Ζߴ、 ͍ੜண཰΍૊৫࠶ੜが
֬ೝ͞ΕたɻҰൠతなਓ؅݂޻Ͱは݂
؅ʹۭ͍た݀がࣗવʹ;͞がる͜ͱは
な͍が、ࡉ๔Ͱͬ࡞た݂؅ͰはࢦͰԡ͞
͑る͚ͩͰ݂ࢭͰ͖る͜ͱ΋Θ͔ͬたɻ
͑࢖๔Λഓཆしͯࡉ਎のࣗ·͞ऀױ」

͹、ڋ൱൓Ԡの৺഑は͋Γ·ͤΜɻ̓ ৺
しͯ͑࢖るߴ඼࣭な΋のΛఏڙした͍
のͰ、ڧ౓΍଱ੑٱなど඼࣭はݫし͘
νΣックし͍ͯ·すɻ৽たなྍ࣏のબ୒
ر΍ոզͰۤしΉํʑのؾͱしͯ、පࢶ
๬ʹなΕ͹」ͱळ͞ࢬΜはྗΛࠐΊるɻ

機器開発の鍵は細胞の串団子
より早く自由な積層が可能に

開発したόイΦ�%プリンター「ϨジΣ
ϊόʢ3FHFOPWBʣ」Ͱは、ࡉ๔մΛ�ͭͣ
の໨తҐஔ·ͰӡͿࢁ݋、্͍͛ٵͭ
͜ͱΛ܁Γฦしͯ�૚ͣͭੵΈ্͛るɻ
サイζがۉҰなࡉ๔մΛ͜͏࢖ͱ΋͋
Γ、ਫ਼ີなཱମߏ଄が࡞੡Ͱ͖るʢਤ�ʣɻ
͞·͟·なࡉ๔Ͱར༻ՄೳͰ、ଟ͘のݚ
のؔ৺ΛूΊたɻҰํ、設ஔスペーऀڀ
ス΍ίストΛؾʹͤͣ、΋ͬͱखܰʹ
Έた͍ͱ͍͏੠΋্がͬたɻͦͯͬ࢖ ͜
Ͱ ৽ たʹ 開 発した の が「 ス パ イク

ʢ4-1*,Eʣ」ͩ ɻଟ͘の࣮ࣨݧʹ設ஔ͞Ε
͍ͯるドϥϑト಺ʹஔ͚るサイζ·Ͱখ
ੵ、Խしܕ ૚のࣗ༝౓΋ߴΊたɻऀڀݚ
がΑΓखܰʹಋೖͰ͖るΤントリーモデ
ルͱしͯҐஔ෇͚、ڀݚ開発のஈ֊ʹ
Ԡͯ͡ϨジΣϊόͱ͍࢖分͚ͯ΋Β͏͜
ͱΛ૝ఆし͍ͯるɻ
のχーζはଟ༷Ͱす͔Β、Αऀڀݚ」

Γૣ͘、ΑΓࣗ༝ʹ͑࢖るΑ͏ʹվྑし·
したɻ਑Λಈ͔しͯഓཆӷதのࡉ๔մΛ
࿈ଓしͯर͍、ࡉ๔մが۲ஂࢠঢ়ʹฒ
Μͩ਑Λ౔୆ʹཱͯͯฒ΂·すɻࡉ๔
մが༧ఆΑΓখ͞ա͗ͯ΋େ͖͘ҭͪ
ա͗ͯ΋、਑ִؒΛௐ੔すΕ͹ରԠͰ
͖·す」ͱシスςϜ開発෦の؛Ҫอਓマ
ωージャーはڳΛுるɻ

਑Λཱͯる౔୆ʹは特घなシリίン
ૉࡐが࢖ΘΕ͍ͯるが、ॊΒ͔ա͗Ε͹
਑が౗Ε、ߗա͗Ε͹਑が౔୆ʹࢗ͞

るɻޠのҙٛΛݱ଄࣮ߏ
ཱମߏ଄の࣮͚޲ʹݱ、͜ Ε·Ͱʹ΋

͞·͟·なٕज़が開発͞Ε͍ͯるɻし͔
し、ࡉ๔Λ͑ࢧる଍৔ࡐʢスキャϗール
ドʣͱしͯಈ෺༝དྷのࡐྉΛඞཁͱした
Γ、ܕΛੵͯͬ࢖Έ্͛たࡉ๔ʹࢎૉ΍
ӫཆがಧ͔ͣʹ಺ଆのࡉ๔がյࢮしͯ
し·ͬたΓͱ͍ͬた໰୊が͋ͬたɻ͜ ΕΒ
の໰୊Λղܾしたのが、サイϑϡーζが
開発したόイΦ�%プリンターΛ༻͍る
ํ๏ͩɻࡉ๔���パーセントͰ೚ҙのཱ
ମߏ଄Λ࡞るըظతなํ๏ͱしͯ、஫໨
がू·るɻ

剣山に細胞を積み上げ造形
3Dプリンターで自動化に成功

଍৔ࡐ΍ܕແしͰཱମߏ଄ΛՄೳʹ
したのが、サイϑϡーζの૑ऀۀͰ΋͋
るࠤլେ学ҩ学෦のதޭࢁҰڭतが開
発した「ࢁ݋メιッド」ͩ ɻ特ఆのプϨート

ʢシャーϨʣதͰಉ͡छྨのࡉ๔Λഓཆ
するͱ、ࡉ๔はू·Γմʹなるɻ͜ のࡉ
๔մΛࢁ݋ঢ়ʹ設ஔした͍ࡉ਑ʹੵΈ
ཱ͍ͯͯ͘͜ͱͰ๬Έ௨Γのܗঢ়がಘ

ΒΕるʢਤ�ʣɻग़དྷ্がͬたཱମߏ଄Λ
߹が༥࢜๔ಉࡉͱख़੒ͤ͞るͱ͝ࢁ݋
し、ࢁ݋ΛҾ͖ൈ͍ͯ΋ཱମߏ଄がҡ
ੵ、Εるɻ·た࣋͞ ૚͞Εたࡉ๔のؒʹ
はద౓なܺؒが͋るたΊ、ഓཆӷ΍ࢎ
ૉが಺෦·Ͱಧ͖、ࡉ๔がੜ͖ଓ͚る
͜ͱがͰ͖るɻ

౰ॳはࡉ๔մΛ�ͭͣͭखۀ࡞Ͱ݋
ମཱ͚͔ͯؒ࣌Έ্͛、਺ेੵʹ্ࢁ
などۀ޻΍ᖂ୩ࠃ、たが͍ͯͬ࡞଄Λߏ
ԉ΋͋ΓࣗಈԽʹ੒ޭしࢧΒの͔ۀا
たɻし し͔、開発のಓのΓはܾしͯฏୱͰ
はな͔ͬたɻ「৽し͍ٕज़なのͰ、ফ໣඼
΍࣮࢖ʹݧ༻するث۩は͞ൢࢢΕ͍ͯ
·ͤΜɻޡࡨߦࢼしながΒࣗ࡞したΓ、
ΦーμーメードͰͬ࡞たΓͱେมͰした
が、΍Γが͍が͋Γ·した」ͱڀݚ開発෦
のᅳ෋๕തマωージャーは開発のۤ࿑
Λޠるɻ

特ʹࠔ೉ͩͬたのは、「਑」の開発ͩͬ
たɻࡉ๔մΛই͚ͭな͍͞ࡉͱ、Կ౓ͬ࢖
ͯ΋たΘ·な͍ڧ౓Λ݉Ͷඋ͑た਑Λ
े、ʹるたΊ࡞ ਺ࣾのメーΧーͱަবし
たɻࠓͰは༻్ʹ߹Θͤ、͞ ·͟·なܗ
ঢ়΍௕͞のࢁ݋Λ開発し͍ͯるʢਤ�ʣɻ

Βな͍たΊ、ૉࡐબͼ΍ްΈのௐ੔ʹ΋
ۤ࿑したͱ؛Ҫ͞ΜはৼΓฦるɻɹ
「ଟ͘のऀڀݚがϨジΣϊό΍スパイ

クΛ͜͏࢖ͱͰ、৽し͍アイデア΍シー
ζがੜ·ΕるͰしΐ͏ ɻόイΦ�%プリン
ターのීٴが࠶ੜҩྍのڀݚΛ加଎す
る͜ͱΛظ଴し͍ͯ·すɻ଴͍ͬͯͯ͘
ͩ͞る͞ऀױ·のたΊʹ΋、ऀڀݚ΍ا
開発のサイクڀݚ、しܞతʹ࿈ۃͱੵۀ
ルΛ্ख͘ճし͍͖ͯた͍」ͱळ͞ࢬΜ
はҙࠐؾΉɻ

細胞から希望を作りたい
創薬から治療まで幅広く支援

݂؅はࠓ೥தʹྟচݧࢼΛ開࢝༧ఆ
ͩɻೈࠎʹ͍ͭͯはすͰʹྟচݧࢼが
ੜなど͞·͟·な࠶ܦるɻਆ͍ͯͬ·࢝
プϩジΣクト΋ਐߦதͩɻݪཧతʹはサ
イϑϡーζのόイΦ̏ %プリンターΛ༻
͍ͯফԽ׭ث΍॥ث؀など΋࡞੡Մೳ
Ͱ͋Γ、ࠃ಺֎͔Β஫໨がू·ͬ ͍ͯるɻ

たͩし、࠶ੜ૊৫の࣮༻Խはྟচࢼ
తな໨ظなどがඞཁなたΊ、΍΍௕ݧ
ඪͩɻҰํ、૑ༀࢧԉのπールͱしͯの
ཱମࡉ๔のར༻は、ΑΓ୹ؒظͰの࣮
༻Խがظ଴͞Εるɻༀのީิ෺࣭がࡉ
๔ʹ༩͑るӨڹΛධՁするࡉ、ࡍ๔ʹ
ཱମߏ଄Λ࣋たͤるͱ、ΑΓੜମʹ͍ۙ
൓ԠΛ示す͜ͱがΘ͔͖ͬͯたのͩɻサ
イϑϡーζͰは؊ଁのࡉ๔͔Βͬ࡞た
ミχ؊ଁΛ、ಟੑのධՁなどʹ࢖༻する
ΛਐΊ͍ͯるɻީڀݚ ิ෺࣭の҆શੑ
Ͱ͖Ε͹、૑ༀのί্޲のਫ਼౓Λݧࢼ
スト௿ݮ΍開発ؒظの୹ॖʹ΋ͭなが
るͩΖ͏ ɻ

όイΦܥϕンνャーの੒ޭは೉し͍
ͱ͍ΘΕるத、サイϑϡーζはདྷ೥Ͱى
Β��೥໨Λܴ͑るɻ「ٕज़Λ�͔ͭͣۀ
ͭし͔ͬΓͱੵΈ্͛た結果」ͩ ͱৼΓ
ฦるɻࡉ๔Λҙຯする「$ZUP」ͱ༥߹Λ
ҙຯする「GVTJPO」ʹ ༝དྷする໊ࣾʹは、
ੜ෺学ͱ޻学の༥߹ʹΑるٕज़ֵ৽΁
の͍ئ΋ࠐΊたɻͦ の໊の௨Γଟ࠼な
എܠΛࣾͭ࣋һがू͍、ֵ ৽తなٕज़
ΛੜΈग़し͍ͯるɻ「ࡉ๔͔Β৽し͍ҩ
ྍͱ͍͏ر๬Λ࡞Γた͍」ͱ͍͏ࢥ͍ڧ
͍Λڞ༗し、サイϑϡーζは࣍の��೥ʹ
าΈଓ͚͍ͯ͘ɻ͍͔޲

ώトのࡉ๔をഓཆͯ͠、͞ ·͟·なଁثを࠶生͢る研究がਐΜで͍るɻ͠ ͔͠、
͞、化͞れる·でには༺࣮͘޿ ·͟·な՝୊が͋るɻͦ の�ͭがࡉ๔をഓཆͯ͠
立ମߏ଄をͭ࣋組৫を࡞る͜とͩɻࡉ๔༻の�%プリンターをར༻ͯ͠、ऀױの
る৽͍͠技術の開発に௅ઓͯ͠࡞組৫をͭ࣋଄をߏ๔͔ら݂؅なͲの立ମࡉ
͍るのがαイϑϡーζのळࢬ੩߳୅ද取క໾ͩɻ

100パーセント細胞の人工組織が
再生医療の新時代を拓く

細 胞秋枝 静香
サイフューズ
代表取締役

͋き͑ͩ   ͔ͣ͠

■図1「ࢁ݋メιッド」ʹ Αͬͯࡉ๔͔Βཱମߏ
଄Λ࡞੡Ͱ͖るɻ

■図2 ༻్ʹ߹Θͤͯ͞·͟·なܗঢ়のࢁ݋
Λ開発したɻ্ はࡉ๔Ͱ࡞੡したཱମ
଄ɻߏ

ઐ༻のιϑト΢ΤアΛ͑࢖͹、ෳࡶな
る͜ͱがͰ͖るɻࣸ࡞ʹঢ়΋ࣗ༝ܗ ਅ
はデモンストϨーションͰ࡞੒した

「+45」のจࣈɻ

■図3

๔ࡉ���ミリメートル΄どのܘ๔Λഓཆし、௚ࡉ
մΛ࡞るɻ

step1

Λ༥߹ͤ͞るたΊ、਺日ؒख़੒ͤ͞るɻ࢜๔մಉࡉ
step3

๔Λ�ͭͣͭੵΈ্͛ͯੵ૚し、๬Μࡉʹࢁ݋
るɻ࡞ঢ়Λܗͩ

step2

͞、ΛҾ͖ൈ͖ࢁ݋ Βʹख़੒ͤ͞るͱ、݂ ؅など
の૊৫が׬੒するɻ

step4
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研究成果展開事業 リサーチコンプレックス推進プログラム　
健康“生き活き”羅針盤リサーチコンプレックス

世界初公開の冷凍標本多数
生命科学の最前線にも迫る企画展「マンモス展」開催

日本科学未来館

科学技術情報連携・流通促進事業
J-STAGEセミナー

科学技術の発信力を強化、4学会が取り組み報告
6月には論文公開の国際動向を解説

高出入力と高エネルギー密度を両立
ハイブリッドキャパシターを開発

開発したハイブリッドキャパシターセル

自動車からの二酸化炭素排出量削減のため、車が減速
する時に無駄にしている運動エネルギーを電気として回
収する「減速エネルギー回生システム」の重要性が増して
おり、このシステムに適した蓄電デバイスが求められてい
ます。

エネルギー回生システム用の蓄電デバイスには、急速
充電と急速放電が可能であること、体積当たりのエネル
ギー密度が高いこと、長寿命であること、安全性が高いこ
となどが求められます。従来の蓄電デバイスには、二次電
池（充電式の電池）や電気二重層キャパシターがあります
が、それぞれ課題を抱えていました。

日本ケミコンは、東京農工大学大学院工学研究院の直
井勝彦教授らの研究成果を実用化し、２つの電極のうち、
陽極に電気二重層キャパシターの原理、負極に酸化還元
反応を利用した、ハイブリッドキャパシターを開発しまし
た。負極にはキャパシター向けに調整したチタン酸リチウ
ムを用いており、急速な充放電が可能な電気二重層キャパ
シターの利点を生かしました。体積当たりのエネルギー密

度は従来品の電気二重層キャパシターに比べて1.91倍、
かつ、10万回の充放電を繰り返した後でも、容量劣化は
10パーセント以内と小さく、長期にわたり特性を維持でき
ることを確認しました。

ハイブリッドキャパシターを組み込んだ減速エネルギー
回生システムの開発により、自動車の燃費改善や二酸化炭
素排出抑制に貢献できると期待されます。

産学共同実用化開発事業 NexTEP
開発課題「ナノ結晶化チタン酸リチウムを用いたハイブリッドキャパシタ」

健診データをアプリで確認
自分に最適な健康アドバイスも受けられる

日本の学協会などが参加するＪ－ＳＴＡＧＥセミナー

J-STAGE（科学技術情報発信・流通総合システム）は、
日本で発行された学術論文を読める、日本最大級の総合
電子ジャーナルプラットフォームです。J-STAGEに登載す
るジャーナルの質を上げ、世界への発信力を強化していく
ために、登載誌を発行している日本の学協会などに向けた
個別コンサルティングやセミナーを展開しています。

2018年度は日本薬学会、日本水環境学会、日本リハビ
リテーション医学会、日本プロテオーム学会の４学会に個
別コンサルティングを実施しました。今年３月のセミナー
では、４学会がコンサルティングの内容やそれを受けての
学会内での取り組み、現状を報告しました。コンサルティン
グを担当した豪州 インレキシオ（INLEXIO）社は、ジャー
ナルの質を向上するためのポイントを紹介しました。参加
者からは「他の学会が抱える課題や解決方法を具体的に
知ることができた」と好評でした。

近年、学術出版を取り巻く環境は大きく変容しています。
インターネットを通じて誰もが無料で研究成果を閲覧でき
るようにする取り組みが進められており、18年9月に欧州

のファンディング機関らが、論文の即時全文公開を20年
までに実現するための計画「Plan S」を策定しました。こ
れが世界標準となっていくか、動向が注目されます。

今年度はこうした国際動向に焦点を当て、６月に開催す
る第１回目のセミナーでは、「Plan S」が定めている要件、
その対応方法などを解説します。　

Ｊ-ＳＴＡＧE ワークショップ＆セミナー
https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/News/

TAB4/PastIssues/-char/ja 

ロシア連邦サハ共和国の永久凍土から発掘された
マンモスや古代の動物の世界初公開を含む冷凍標本
を展示する、企画展「マンモス展」を６月７日（金）から
11月4日（月・振替休日）まで日本科学未来館（東京・
お台場）で開催します。本展のために新たに製作され
た史上最大級の冷凍展示室で、マンモスの鼻や皮膚
など貴重な冷凍標本の生々しい様子が観察できま
す。さらに、世界各国で研究が進むマンモスの復活プ
ロジェクトも紹介し、過去、現在、未来の視点からマン
モスに迫ります。

マンモスが発掘されてから100年以上にわたり、研
究が続けられていますが、今日では生命科学の進歩に
伴い、マンモスなど冷凍状態で発見される動物の遺伝
子やたんぱく質などから生命の情報を取り出すことが
可能になりました。その情報を用いて、太古に起こって
いただろう生命現象を再現しつつあり、ベールに覆わ
れたマンモスの真の姿の解明へ一歩ずつ近付いてい
ます。

マンモスをはじめとした生命科学研究がもたらす技
術革新は、絶滅危惧種の保護やマンモスなど絶滅種の
再生の糸口になるだけではなく、先端医療や食料問
題、地球環境問題な
どさまざまな分野で
役 立 つ 可 能 性 が あ
ります。しかし絶 滅
種の復活は、倫理的
な 側 面や 生 態 系 へ
の影響など多くの課
題もあります。本展
では、生命科学研究
の 最 先 端 を 紹 介し
ながら、これからの
生 命 科 学 の あり方
も考えていきます。

アプリケーションの健康データのページ
左は健診結果の分析例、右は健診データの表示例

大学、研究機関、企業が集積した地域で研究開発を基
礎にイノベーションを継続的に興す仕組みを作ることを
目的として、JSTはリサーチコンプレックス推進プログラ
ムを実施しています。

健康“生き活き”羅針盤リサーチコンプレックス（中核機
関：理化学研究所）は、神戸医療産業都市を実施拠点とし、
ヘルスケアのエコシステムをつくる取り組みを進め、神戸
市と共に市民パーソナルヘルスレコードシステム「マイ・コ
ンディション・コウベ（MY CONDITION KOBE）」を開発
しました。

このシステムは、医療保険者ごとに分散している特定健
康診断データをマイカルテとして統合し、スマートフォン
向けアプリをダウンロードしたユーザーが毎日の食事や運
動など「からだ」や「くらし」の情報を入力することで自分
の健康を管理できるシステムです。利用者は自身で入力し
なくても健診データをアプリ上で確認でき、また食事や運
動情報の登録、健康目標の達成、健康診断の受診などに
よって特典を受けられる健康ポイントが貯められます。登

録データを基に個人に最適な健康アドバイスも受けられ、
健康な生活を送ることができます。

将来、集積したデータを匿名加工して解析し、政策立
案、学術研究、ヘルスケア周辺産業の活性化などに利用す
ることも想定しています。神戸市は、住民登録者を対象に
今年4月からシステムの運用を開始し、健康寿命の延伸、
社会経済的要因による健康格差の縮小を目指して取り組
んでいます。

「マンモス展」イメージ
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�にबいた͖ͬか͚はʁ2ࣄ࢓のࠓ
ҟ෼໺༥߹のプϩδΣクτで
自෼のదੑを஌ͬた͜ͱ

"�

ҹ৅にͯͬ࢒いΔݴ༿はʁ�

最新号・バックナンバー

ग़਎ߍߴの「໨ࢦすਓؒ૾」Λ表すݴ༿
Ͱ͋Γߴ、 ଜޫଠ࿠の「গ೥ʹ༩;」ͱ͍͏
のҰઅͰすɻࣗࢻ 分のڧΈ΍ಘҙな͜ͱは
Կ͔、ҙ֎ͱࣗ分Ͱはؾ෇͚な͍͜ͱ΋͋
Γ·すɻਓੜの͞·͟·なஈ֊΍ஔ͔Εた
ཱ৔ʹΑͬͯมԽする΋の΋͋るͱ͍ࢥ·
すɻ͜ Εは、େ学Ӄ࣌୅のԸࢣʹ΋ݴΘΕ
ଓ͚た、「ࣗ分ʢの特௕ʣΛ஌Γな͍͞」ͱ͍
༿ʹ௨͓ͯ͡Γ、௕೥৺ʹͱどΊͯݴ͏
日ʑա͝し͍ͯ·すɻ

༮͍͔ࠒΒ学ݚの「Պ学」ΛѪಡし、খ学
た͜ͱが͖͔ͬͬ࢖ΛڸඍݦͰۀのतߍ
͚ͰເதʹなΓ·したɻେ͖޷なͪ࣋ؾは
ਰ͑る͜ͱな͘、େ学Ӄੜのݦʹ࣌ඍڸΛ
༻͍たڀݚのୈҰਓऀͰ͋るؠࠇৗ঵ઌ
ੜʹࣄࢣし·したɻ

౦ژେ学Ͱڀݚॴ΍େ学が参ըするҟ
分໺༥߹のプϩジΣクトʹ加ΘΓ、ࣗ 分の
͞、ͯͬ࢖の஌ࣝΛڸඍݦΈͰ͋るڧ ·͟
·なڀݚΛサϙートするΑ͏ʹなΓ·したɻ
ͦ͜ͰはଞのऀڀݚʹアドόイスΛした
Γ、࿦จʹなるΑ͏なデータのࢧԉΛͬߦ
たΓし·したɻͦ の͏ͪʹ、͍ Ζ͍Ζなਓͱ
ίミϡχケーションΛऔΓながΒࣄ࢓Λਐ
Ί͍ͯ͘͜ͱがࣗ分の৽たなڧΈͩͱؾ

ੜまΕた΋のをͯͬ࣋
ਂく͙ͬͯ͞
くҾ͖ग़͢ਓڧ
CZߴ�ଜޫଠ࿠

2�

෇͖·したɻプϩジΣクトΛ௨しͯ、एखݚ
΍ब৬がܾ·ͬた࣌の࿦จが௨ͬたऀڀ
したɻ·͡ײなど、サϙートの΍Γが͍Λ࣌
開発ઓུセンڀݚ৔Λ཭Εたݱのڀݚ
ターͰの�೥ؒͰはऀڀݚҎ֎のํͱの
ग़会͍が͋Γ、͘޿෺ࣄΛ၆ᛌし、分析した
結果Λఏݴする、ͱ͍͏وॏなݧܦがͰ͖
·したɻ

๔಺分ղμイナࡉはE3"50ਫౡࡏݱ
ミクスプϩジΣクトのڀݚਪਐओ೚ͱしͯ
ಇ͍͍ͯ·すɻプϩジΣクトのਐ௙΍੒果
の೺Ѳ、اըௐ੔、メンόーの૬ஊなど͞
·͟·なサϙートۀ຿Λ͍ͯͬߦ·すɻ͞
Βʹ、͜ Ε·Ͱのݦඍڸの஌ࣝΛੜ͔しͯ
Θ͍ͬͯ·すɻܞ΋Ұ෦ʹڀݚ

ฏ日ʹな͔な͔Ͱ͖な͍ՈࣄΛ͜なし
たΓ、খ学ੜのڙࢠたͪͱझຯのΧϥΦケ
ΛָしΜͩΓし͍ͯ·すɻΧϥΦケはւ֎

のஶ໊なՊ学ࢽࡶのฤूऀͱ͝Ұॹͤ͞
͍ͯた͍ͩたͱ͍͏وॏなݧܦ΋͋Γ·
すɻۙ࠷は່ͱ͘ߦのがָしΈͰすɻଉࢠ
の໺ٿνーϜの࿅श΍プϩ໺ٿのήーϜ
Λݟʹ͍͘͜ͱ΋͋Γ·すɻ໺ٿΛ͍ͯݟ
るͱ、スタープϨイϠー͚ͩͰな͘ଟ༷な
ਓが͍ͯ、ͦ ΕͧΕの໾ׂΛ果たし͍ͯる
͔Βͦ͜νーϜが੒ཱし͍ͯる͜ͱΛ࣮
΋͍Ζ͍Ζなਓが໾ׂΛࣨڀݚし·すɻײ
୲ͬͯࣨڀݚが੒Γཱ͍ͬͯ·すɻࣗ 分Λ
し͔ͬΓͱͭݟΊ、ੑݸΛੜ͔しͯࣄ࢓ʹ
すɻ·͍ࢥΘる͜ͱがେ੾ͩͱܞ
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ਫౡࡉ๔಺分解μイφϛΫスプϩδΣΫト

ERATO水島細胞内分解ダイナミクスプロジェクト
研究推進主任

東京大学 大学院医学系研究科　特任准教授
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